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改
め
た
。
半
井
本
『
保
元
物
語
』
：
栃
木
孝
惟
ほ
か
校
注
『
保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
承
久
記
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
：
永
積
安
明
ほ
か
校
注
『
保
元
物
語
・
平
治
物
語
』
日
本
古
典
文
学
体
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
：
永
積
安
明
ほ
か
校
注
『
保
元
物
語
・
平
治
物
語
』
日
本
古
典
文
学
体
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
：
北
原
保
雄
ほ
か
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
本
文
篇
上
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
〇
『
源
平
盛
衰
記
』
：
松
尾
葦
江
校
注
『
源
平
盛
衰
記
』(
二
）
三
弥
井
書
店
一
九
三
三
『
白
峯
寺
縁
起
』：
『
香
川
叢
書
』
第
三
所
収
、
香
川
県
、
一
九
四
三
な
お
、
『
白
峯
寺
縁
起
』
は
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
白
峯
寺
の
再
興
に
当
た
り
代
々
の
旧
記
や
記
録
に
従
っ
て
清
原
良
賢
が
応
永
一
三
年
（
一
四
〇
六
年
）
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
面
が
象
徴
す
る
意
味
に
つ
い
て
は
『
能
・
狂
言
事
典
』
前
掲
を
参
照
し
た
。
(10)
(6)
『
吉
記
』
寿
永
二
年
一
二
月
二
九
日
（
増
補
史
料
大
成
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
）
(11)
『
玉
葉
』
建
久
二
年
閏
一
二
月
二
八
日
（
『
玉
葉
』
三
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
一
）
(12)
本
多
典
子
「
『
白
峯
寺
縁
起
』
覚
書
き
ー
讃
岐
と
都
・
地
方
と
中
央
」
（
『
伝
承
文
学
論
(13)
〈
ジ
ャ
ン
ル
を
こ
え
て
〉
』
東
京
都
立
大
学
大
学
院
中
世
文
学
ゼ
ミ
、
一
九
九
二
）
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
筆
者
清
原
良
賢
は
、
足
利
将
軍
家
の
師
範
も
勤
め
た
当
時
名
高
い
(14)
儒
家
の
公
家
で
、
世
阿
弥
と
の
交
流
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
落
合
博
信
「
『
五
位
』
の
成
立
と
そ
の
性
格
ー
清
原
良
賢
跋
文
の
問
題
そ
の
他
」
（
『
中
世
文
学
』
三
三
号
、
一
九
八
八
）
山
田
雄
司
『
崇
徳
院
怨
霊
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
(15)
徳
永
誓
子
「
後
鳥
羽
院
怨
霊
と
後
嵯
峨
皇
統
」
（
『
日
本
史
研
究
』
五
一
二
号
、
二
〇
(16)
〇
五
）
勝
俣
隆
「
天
狗
の
古
典
文
学
に
お
け
る
図
像
上
の
変
化
に
関
す
る
一
考
察
ー
烏
天
狗
(17)
か
ら
鼻
高
天
狗
ヘ
」（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
科
学
』
七
一
巻
、
二
〇
〇
五
）
木
下
資
一
ほ
か
校
注
『
宝
物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
』
新
日
本
古
典
文
学
大
(18)
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
伊
藤
聡
「
魔
界
に
堕
ち
て
も
構
わ
な
い
？
」
（
『
日
本
文
学
』
第
六
九
巻
一
〇
号
、
(19)
二
〇
二
〇
）
田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』
砂
小
屋
書
房
、
一
九
九
三
(20)
日
本
古
典
文
学
体
系
『
保
元
物
語
・
平
治
物
語
』
解
説
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
(21)
香
川
叢
書
第
三
（
前
掲
書
）
所
収
(22)
(9)
志
度
の
海
底
に
あ
る
龍
宮
か
ら
珠
を
取
っ
て
く
る
伝
承
は
、
能
「
海
士
」
や
幸
若
舞
曲
(23)
「
大
織
冠
」
な
ど
の
中
世
芸
能
の
物
語
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
『
謡
曲
集
』
上
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
(24)
「
白
峰
の
相
模
坊
」
は
い
わ
ゆ
る
八
大
天
狗
に
数
え
ら
れ
る
が
、
「
八
大
天
狗
」
が
い
(25)
つ
か
ら
認
知
さ
れ
て
き
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
能
「
鞍
馬
天
狗
」
に
は
後
ジ
テ
の
鞍
馬
の
大
天
狗
が
連
れ
て
き
た
天
狗
に
つ
い
て
、
「
筑
紫
に
は
彦
山
の
豊
前
坊
、
四
州
に
は
白
峰
の
相
模
坊
、
大
山
の
伯
耆
坊
、・
・
・
」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
（
『
謡
曲
集
』
下
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
）
笹
本
正
治
『
鳴
動
す
る
中
世
ー
怪
音
と
地
鳴
り
の
日
本
史
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
(26)
横
道
萬
里
雄
「
能
の
小
段
囃
子
事
」
（
『
能
の
構
造
と
技
法
』
岩
波
講
座
能
・
狂
言
(27)
Ⅳ
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
）
（
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
も
の
づ
く
り
工
学
科
一
般
科
目
）
（10）
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
思
い
当
た
る
。
崇
徳
院
霊
は
こ
れ
ま
で
も
、
か
つ
て
の
憤
怒
を
思
い
出
す
と
逆
鱗
の
姿
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
天
狗
た
ち
が
参
上
し
て
な
だ
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
崇
徳
院
霊
は
西
行
の
詠
歌
に
呼
び
出
さ
れ
て
登
場
し
、
彼
に
と
っ
て
は
日
頃
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
激
情
の
姿
と
天
狗
に
よ
る
慰
撫
の
あ
り
さ
ま
を
西
行
に
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
行
と
い
う
ワ
キ
の
目
を
通
し
て
、
観
客
の
属
す
る
現
実
世
界
に
向
け
て
可
視
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
先
述
し
て
き
た
よ
う
に
「
松
山
天
狗
」
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
が
、
崇
徳
院
怨
霊
の
祟
り
が
怖
れ
ら
れ
、
怨
霊
説
話
が
成
長
し
て
い
っ
た
時
代
に
重
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
曲
折
を
経
な
が
ら
も
上
演
が
続
い
て
き
た
現
代
に
至
る
ま
で
、
崇
徳
院
怨
霊
は
最
も
怖
れ
ら
れ
て
い
る
怨
霊
で
あ
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
様
々
な
鎮
魂
祭
も
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
そ
の
現
実
と
は
異
な
る
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
怨
霊
は
能
舞
台
の
上
で
祟
り
も
も
た
ら
さ
な
い
し
、
鎮
魂
さ
れ
て
往
生
す
る
こ
と
も
な
い
。
繰
り
返
し
瞋
恚
に
よ
っ
て
逆
鱗
し
て
は
、
繰
り
返
し
慰
撫
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
慰
撫
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
演
じ
、
現
実
世
界
の
者
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
に
こ
そ
「
鎮
魂
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
五
お
わ
り
に
崇
徳
院
の
霊
は
、詠
歌
に
よ
っ
て
そ
の
霊
を
祀
る
廟
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
姿
を
表
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
自
ら
が
現
在
存
在
し
て
い
る
魔
縁
と
い
う
異
界
で
の
様
子
や
心
情
を
語
り
、
舞
楽
を
演
じ
、
そ
れ
ら
を
現
世
の
者
た
ち
に
見
せ
る
。
舞
楽
の
昂
揚
は
感
情
の
昂
揚
を
も
た
ら
し
、
慰
め
と
な
る
一
方
で
感
情
の
大
き
な
起
伏
と
な
る
。
そ
の
心
情
は
あ
か
ら
さ
ま
に
語
り
出
さ
れ
、
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
語
り
に
よ
っ
て
現
世
と
異
界
の
境
は
消
え
る
の
だ
。
そ
し
て
終
い
に
、
歌
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
舞
楽
と
共
に
舞
台
上
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
異
界
の
風
景
は
、
夜
明
け
と
共
に
消
え
去
る
。
こ
れ
は
、
神
の
お
わ
し
ま
す
所
の
前
庭
に
神
を
お
呼
び
し
て
、
夜
中
舞
楽
を
奏
上
し
て
共
に
遊
び
、
夜
明
け
と
共
に
お
送
り
す
る
、
芸
能
の
根
源
的
な
姿
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
参
観
し
た
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
御
旅
所
で
の
芸
能
奉
納
や
、
信
州
遠
山
郷
の
霜
月
祭
に
お
け
る
湯
立
て
神
楽
な
ど
の
あ
り
さ
ま
が
彷
彿
と
し
て
く
る
。
崇
徳
院
は
畏
怖
す
べ
き
魔
縁
に
堕
ち
そ
の
霊
は
怨
霊
と
な
っ
た
が
、
異
界
に
お
わ
す
霊
を
舞
台
上
に
呼
び
出
し
て
そ
の
あ
り
さ
ま
を
現
し
、
歌
と
舞
楽
と
い
う
芸
能
に
よ
っ
て
慰
撫
す
る
と
い
う
能
「
松
山
天
狗
」
は
、
ま
さ
に
崇
徳
院
怨
霊
の
「
鎮
魂
劇
」
な
の
で
あ
る
。
【
注
】
安
田
孝
子
ほ
か
校
注
『
撰
集
抄
』
上
現
代
思
潮
社
、
二
〇
〇
六
(1)
表
章
「
「
能
楽
史
」
概
説
」
（
『
能
楽
の
歴
史
』
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅰ
、
岩
波
書
店
、
(2)
一
九
八
七
）
山
田
雄
司
『
跋
扈
す
る
怨
霊
ー
祟
り
と
鎮
魂
の
日
本
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
(3)
小
松
和
彦
『
神
に
な
っ
た
日
本
人
』
中
央
公
論
社
、
二
〇
二
〇
佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』
第
五
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
三
一
(4)
本
稿
に
お
い
て
は
『
謡
曲
大
観
』
所
収
の
謡
本
の
詞
章
を
検
討
に
用
い
た
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
理
解
の
便
を
図
る
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。
野
上
豊
一
郎
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
(5)
西
野
晴
雄
ほ
か
編
『
能
・
狂
言
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
(6)http://w
w
w
.noh-kyogen.com
/story/na/m
atsuyam
atengu.htm
l
(7)
後
藤
重
郎
校
注
『
山
家
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
八
二
(8)
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
次
の
活
字
本
に
よ
る
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
(9)
30
改
め
た
。
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体
系
『
保
元
物
語
・
平
治
物
語
』
解
説
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
(21)
香
川
叢
書
第
三
（
前
掲
書
）
所
収
(22)
(9)
志
度
の
海
底
に
あ
る
龍
宮
か
ら
珠
を
取
っ
て
く
る
伝
承
は
、
能
「
海
士
」
や
幸
若
舞
曲
(23)
「
大
織
冠
」
な
ど
の
中
世
芸
能
の
物
語
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
『
謡
曲
集
』
上
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
(24)
「
白
峰
の
相
模
坊
」
は
い
わ
ゆ
る
八
大
天
狗
に
数
え
ら
れ
る
が
、
「
八
大
天
狗
」
が
い
(25)
つ
か
ら
認
知
さ
れ
て
き
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
能
「
鞍
馬
天
狗
」
に
は
後
ジ
テ
の
鞍
馬
の
大
天
狗
が
連
れ
て
き
た
天
狗
に
つ
い
て
、
「
筑
紫
に
は
彦
山
の
豊
前
坊
、
四
州
に
は
白
峰
の
相
模
坊
、
大
山
の
伯
耆
坊
、・
・
・
」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
（
『
謡
曲
集
』
下
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
）
笹
本
正
治
『
鳴
動
す
る
中
世
ー
怪
音
と
地
鳴
り
の
日
本
史
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
(26)
横
道
萬
里
雄
「
能
の
小
段
囃
子
事
」
（
『
能
の
構
造
と
技
法
』
岩
波
講
座
能
・
狂
言
(27)
Ⅳ
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
）
（
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
も
の
づ
く
り
工
学
科
一
般
科
目
）
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
思
い
当
た
る
。
崇
徳
院
霊
は
こ
れ
ま
で
も
、
か
つ
て
の
憤
怒
を
思
い
出
す
と
逆
鱗
の
姿
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
天
狗
た
ち
が
参
上
し
て
な
だ
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
崇
徳
院
霊
は
西
行
の
詠
歌
に
呼
び
出
さ
れ
て
登
場
し
、
彼
に
と
っ
て
は
日
頃
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
激
情
の
姿
と
天
狗
に
よ
る
慰
撫
の
あ
り
さ
ま
を
西
行
に
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
行
と
い
う
ワ
キ
の
目
を
通
し
て
、
観
客
の
属
す
る
現
実
世
界
に
向
け
て
可
視
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
先
述
し
て
き
た
よ
う
に
「
松
山
天
狗
」
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
が
、
崇
徳
院
怨
霊
の
祟
り
が
怖
れ
ら
れ
、
怨
霊
説
話
が
成
長
し
て
い
っ
た
時
代
に
重
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
曲
折
を
経
な
が
ら
も
上
演
が
続
い
て
き
た
現
代
に
至
る
ま
で
、
崇
徳
院
怨
霊
は
最
も
怖
れ
ら
れ
て
い
る
怨
霊
で
あ
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
様
々
な
鎮
魂
祭
も
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
そ
の
現
実
と
は
異
な
る
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
怨
霊
は
能
舞
台
の
上
で
祟
り
も
も
た
ら
さ
な
い
し
、
鎮
魂
さ
れ
て
往
生
す
る
こ
と
も
な
い
。
繰
り
返
し
瞋
恚
に
よ
っ
て
逆
鱗
し
て
は
、
繰
り
返
し
慰
撫
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
慰
撫
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
演
じ
、
現
実
世
界
の
者
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
に
こ
そ
「
鎮
魂
」
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
五
お
わ
り
に
崇
徳
院
の
霊
は
、詠
歌
に
よ
っ
て
そ
の
霊
を
祀
る
廟
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
姿
を
表
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
自
ら
が
現
在
存
在
し
て
い
る
魔
縁
と
い
う
異
界
で
の
様
子
や
心
情
を
語
り
、
舞
楽
を
演
じ
、
そ
れ
ら
を
現
世
の
者
た
ち
に
見
せ
る
。
舞
楽
の
昂
揚
は
感
情
の
昂
揚
を
も
た
ら
し
、
慰
め
と
な
る
一
方
で
感
情
の
大
き
な
起
伏
と
な
る
。
そ
の
心
情
は
あ
か
ら
さ
ま
に
語
り
出
さ
れ
、
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
語
り
に
よ
っ
て
現
世
と
異
界
の
境
は
消
え
る
の
だ
。
そ
し
て
終
い
に
、
歌
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
舞
楽
と
共
に
舞
台
上
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
異
界
の
風
景
は
、
夜
明
け
と
共
に
消
え
去
る
。
こ
れ
は
、
神
の
お
わ
し
ま
す
所
の
前
庭
に
神
を
お
呼
び
し
て
、
夜
中
舞
楽
を
奏
上
し
て
共
に
遊
び
、
夜
明
け
と
共
に
お
送
り
す
る
、
芸
能
の
根
源
的
な
姿
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
参
観
し
た
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
御
旅
所
で
の
芸
能
奉
納
や
、
信
州
遠
山
郷
の
霜
月
祭
に
お
け
る
湯
立
て
神
楽
な
ど
の
あ
り
さ
ま
が
彷
彿
と
し
て
く
る
。
崇
徳
院
は
畏
怖
す
べ
き
魔
縁
に
堕
ち
そ
の
霊
は
怨
霊
と
な
っ
た
が
、
異
界
に
お
わ
す
霊
を
舞
台
上
に
呼
び
出
し
て
そ
の
あ
り
さ
ま
を
現
し
、
歌
と
舞
楽
と
い
う
芸
能
に
よ
っ
て
慰
撫
す
る
と
い
う
能
「
松
山
天
狗
」
は
、
ま
さ
に
崇
徳
院
怨
霊
の
「
鎮
魂
劇
」
な
の
で
あ
る
。
【
注
】
安
田
孝
子
ほ
か
校
注
『
撰
集
抄
』
上
現
代
思
潮
社
、
二
〇
〇
六
(1)
表
章
「
「
能
楽
史
」
概
説
」
（
『
能
楽
の
歴
史
』
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅰ
、
岩
波
書
店
、
(2)
一
九
八
七
）
山
田
雄
司
『
跋
扈
す
る
怨
霊
ー
祟
り
と
鎮
魂
の
日
本
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
(3)
小
松
和
彦
『
神
に
な
っ
た
日
本
人
』
中
央
公
論
社
、
二
〇
二
〇
佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』
第
五
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
三
一
(4)
本
稿
に
お
い
て
は
『
謡
曲
大
観
』
所
収
の
謡
本
の
詞
章
を
検
討
に
用
い
た
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
理
解
の
便
を
図
る
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。
野
上
豊
一
郎
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
(5)
西
野
晴
雄
ほ
か
編
『
能
・
狂
言
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
(6)http://w
w
w
.noh-kyogen.com
/story/na/m
atsuyam
atengu.htm
l
(7)
後
藤
重
郎
校
注
『
山
家
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
八
二
(8)
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
次
の
活
字
本
に
よ
る
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
(9)
（9）
31
後
場
で
姿
を
表
し
た
崇
徳
院
霊
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
を
見
せ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
怪
士
の
面
を
付
け
た
後
ジ
テ
が
塚
の
中
か
ら
現
れ
る
。
怪
士
の
面
は
、
神
性
を
も
っ
た
男
の
霊
を
表
し
て
い
る
。
痩
男
の
面
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
崇
徳
院
霊
は
「
怨
霊
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
御
廟
が
鳴
動
し
て
、
崇
徳
院
の
霊
が
次
の
よ
う
に
姿
を
表
す
。
い
か
に
西
行
、
こ
れ
ま
で
遙
々
下
る
心
ざ
し
こ
そ
、
返
す
返
す
も
嬉
し
け
れ
。
又
唯
今
の
詠
歌
の
言
葉
、
肝
に
銘
じ
て
面
白
さ
に
、
い
で
い
で
姿
を
現
さ
ん
と
、
い
ひ
も
あ
え
ね
ば
御
廟
頻
り
に
鳴
動
し
て
、
玉
体
現
れ
お
は
し
ま
す
塚
の
鳴
動
に
言
及
す
る
の
は
『
保
元
物
語
』
『
平
家
物
語
』
の
う
ち
で
は
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
の
み
で
あ
る
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
で
は
西
行
の
詠
歌
の
あ
と
「
御
墓
三
度
迄
震
動
す
る
ぞ
怖
ろ
し
き
」
と
あ
り
、
塚
の
鳴
動
が
天
変
地
異
を
予
告
す
る
と
い
う
時
代
の
文
化
的
認
識
の
下
に
、
崇
徳
院
怨
霊
の
脅
威
を
語
っ
て
い
る
。
一
方
『
白
峯
(26)
寺
縁
起
』
で
は
、
「
御
納
受
も
や
あ
り
け
む
、
た
び
た
び
鳴
動
し
た
り
け
る
と
な
む
。
」
と
あ
っ
て
、
西
行
の
詠
歌
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
崇
徳
院
霊
の
意
思
表
示
と
し
て
の
塚
の
鳴
動
で
あ
り
、
「
松
山
天
狗
」
と
同
じ
く
西
行
の
訪
問
と
詠
歌
が
怨
霊
を
慰
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
誠
に
妙
な
る
玉
体
の
、
花
の
顔
ば
せ
た
を
や
か
に
、
こ
こ
も
雲
居
の
都
の
空
の
、
夜
遊
の
舞
楽
は
面
白
や
。
こ
こ
で
演
出
は｢
早
舞
」
を
記
し
て
い
る
。
「
早
舞
」
は
、
公
家
の
霊
が
楽
し
げ
に
舞
う
姿
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
西
行
の
詠
歌
に
慰
め
ら
れ
た
崇
徳
院
は
日
頃
の
憤
懣
か
ら
(27)
解
か
れ
、
こ
こ
も
宮
中
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
上
機
嫌
で
舞
楽
に
興
じ
舞
い
続
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
か
く
て
舞
楽
も
時
過
ぎ
て
、
御
遊
の
袂
を
返
し
給
ひ
、
舞
ひ
遊
び
給
へ
ば
又
古
の
都
の
憂
き
事
を
思
し
召
し
出
だ
し
、
逆
鱗
の
御
姿
あ
た
り
を
払
っ
て
怖
ろ
し
や
あ
れ
あ
れ
見
よ
や
白
峯
の
、
山
風
荒
く
吹
き
落
ち
て
、
神
鳴
り
稲
妻
頻
り
に
充
ち
満
ち
雨
遠
近
の
雲
間
よ
り
、
天
狗
の
姿
は
あ
ら
は
れ
た
り
舞
は
感
情
を
昂
ぶ
ら
せ
る
。
昂
ぶ
っ
た
心
は
憤
怒
の
感
情
を
思
い
出
さ
せ
、
崇
徳
院
は
怖
ろ
し
い
逆
鱗
の
姿
を
表
す
。
そ
の
瞬
間
、
強
風
と
雷
と
稲
妻
と
と
も
に
、
白
峯
か
ら
天
狗
が
飛
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。
鬼
神
を
表
す
癋
見
の
面
を
付
け
赤
頭
に
兜
巾
を
し
て
大
団
扇
を
持
っ
た
後
ツ
レ
が
、
早
笛
で
登
場
す
る
。
典
型
的
な
天
狗
の
姿
、
登
場
の
仕
方
で
あ
る
。
後
ツ
レ
は
白
峯
の
相
模
坊
で
あ
る
と
名
乗
り
、
常
々
か
ら
院
の
心
を
慰
め
て
い
る
と
語
る
。
抑
も
こ
れ
は
、
白
峯
に
住
ん
で
年
を
経
る
、
相
模
坊
と
は
わ
が
事
な
り
。
さ
て
も
新
院
思
は
ず
も
、
こ
の
松
山
に
崩
御
な
る
。
常
々
参
内
申
し
つ
つ
、
御
心
を
慰
め
申
さ
ん
と
、
小
天
狗
を
引
き
連
れ
て
翅
を
並
べ
数
々
に
、
こ
の
松
山
に
随
ひ
奉
り
、
逆
臣
の
輩
を
悉
く
と
り
ひ
し
ぎ
、
蹴
殺
し
会
稽
を
雪
が
せ
申
す
べ
し
。
叡
慮
を
慰
め
、
お
は
し
ま
せ
相
模
坊
は
、
「
逆
臣
た
ち
を
全
て
ひ
ね
り
潰
し
蹴
殺
し
、
復
讐
し
て
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
お
心
を
和
ら
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
、
舞
働
を
す
る
。
舞
働
は
、
天
狗
が
威
勢
を
示
す
勇
壮
な
動
き
で
あ
る
。
そ
の
時
君
も
悦
び
お
は
し
ま
し
御
感
の
御
言
葉
数
々
な
れ
ば
、
天
狗
も
お
の
お
の
頭
を
地
に
つ
け
拝
し
奉
り
、
こ
れ
ま
で
な
り
と
て
小
天
狗
を
引
き
連
れ
虚
空
に
あ
が
る
と
ぞ
見
え
し
が
、
明
け
ゆ
く
空
も
白
峯
の
、
明
け
ゆ
く
空
も
白
峯
の
梢
に
、
又
飛
び
翔
っ
て
失
せ
に
け
り
崇
徳
院
は
相
模
坊
の
言
葉
と
逆
臣
を
撃
つ
勇
ま
し
い
姿
に
悦
び
を
表
し
、
天
狗
た
ち
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
天
狗
た
ち
は
役
目
を
全
う
し
た
と
ば
か
り
に
、
夜
明
け
と
共
に
白
峯
山
め
ざ
し
て
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
前
場
で
前
ジ
テ
の
老
翁
が
「
折
々
は
、
都
の
こ
と
を
思
し
召
し
出
だ
し
、
御
逆
鱗
の
余
り
な
れ
ば
、
魔
縁
み
な
近
づ
き
奉
り
、
あ
の
白
峯
の
相
模
坊
に
従
ふ
天
狗
ど
も
、
参
る
」
（8）
が
朝
に
か
ぎ
ら
ず
、
天
竺
・
震
旦
に
も
、
国
を
論
じ
位
を
あ
ら
そ
ひ
て
、
舅
・
甥
謀
叛
を
お
こ
し
、
兄
弟
合
戦
を
い
た
す
事
な
き
に
あ
ら
ず
。
我
此
の
事
を
く
ゐ
お
も
ひ
、
悪
心
懺
悔
の
た
め
に
此
の
経
を
か
き
奉
る
也
。
し
か
る
に
筆
跡
を
だ
に
、
都
に
を
か
ざ
る
程
の
儀
に
至
て
は
、
ち
か
ら
な
く
。
此
の
経
を
魔
道
に
廻
向
し
て
、
魔
縁
と
成
て
、
遺
恨
を
散
せ
ん
。
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
此
の
由
都
へ
き
こ
へ
て
、
「
御
あ
り
さ
ま
み
て
ま
い
れ
。
」
と
て
、
康
頼
を
御
使
ひ
に
下
さ
れ
け
る
が
、
参
り
み
奉
れ
ば
、
柿
の
御
衣
の
す
す
け
た
る
に
、
長
頭
巾
を
ま
き
て
、
御
身
の
血
を
い
だ
し
て
、
大
乗
経
の
奥
に
御
誓
状
を
あ
そ
ば
し
て
、
千
尋
の
底
へ
し
づ
め
給
ふ
。
其
の
後
は
御
つ
め
を
も
は
や
さ
ず
、
御
髪
を
も
そ
ら
せ
給
は
で
、
御
姿
を
や
つ
し
、
悪
念
に
し
づ
み
給
ひ
け
る
こ
そ
お
そ
ろ
し
け
れ
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
こ
の
よ
う
に
一
致
し
て
い
て
は
、
こ
の
間
狂
言
は
、
古
活
字
本
『
平
家
物
語
』
を
文
字
で
見
た
上
で
の
脚
本
で
あ
る
と
言
わ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
古
活
字
本
『
平
家
物
語
』
の
成
立
年
代
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
一
般
的
に
古
活
字
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
ご
く
短
い
期
間
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
狂
言
成
立
の
年
代
に
つ
い
て
は
自
ず
と
可
能
性
の
あ
る
時
期
は
狭
ま
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
間
狂
言
の
詞
章
は
そ
れ
が
上
演
さ
れ
た
時
の
詞
章
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
松
山
天
狗
」
の
成
立
時
期
を
直
接
に
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
松
山
天
狗
」
の
ア
イ
は
『
保
元
物
語
』
が
醸
成
し
た
崇
徳
院
怨
霊
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
崇
徳
院
の
あ
り
さ
ま
を
語
り
、
後
場
の
世
界
を
舞
台
上
に
創
り
出
し
て
い
く
。
五
部
大
乗
経
を
都
か
ら
戻
さ
れ
た
時
の
絶
望
と
恨
み
の
様
子
、
そ
し
て
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
皇
を
取
て
民
と
な
し
、
民
を
皇
と
な
さ
ん
。
」
と
国
家
転
覆
を
誓
う
ほ
ど
の
憤
怒
を
、
ア
イ
は
「
瞋
恚
の
焰
き
は
も
な
く
」
と
一
言
で
語
っ
た
。
「
瞋
恚
」
の
語
は
『
白
峯
寺
縁
起
』
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
能
「
葵
上
」
(24)
の
六
条
御
息
所
の
生
霊
の
台
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
、
能
舞
台
に
呼
び
出
さ
れ
る
霊
魂
の
激
情
と
も
い
え
る
激
し
い
怨
念
を
表
現
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
ア
イ
は
続
け
る
。
か
ほ
ど
憤
り
浅
か
ら
ぬ
事
な
れ
ば
、
相
模
坊
も
尤
も
痛
は
し
く
存
じ
、
玉
体
に
近
づ
き
奉
り
、
会
稽
山
の
恥
を
雪
が
せ
申
す
べ
き
と
の
御
事
な
り
。
新
院
も
御
年
四
十
六
に
て
遂
に
御
果
て
な
さ
れ
候
。
然
る
に
西
行
法
師
修
行
の
序
に
こ
の
所
に
御
出
で
あ
っ
て
、
新
院
の
御
廟
に
て
御
歌
を
詠
ま
れ
た
る
と
申
す
。
そ
の
御
歌
は
、
よ
し
や
君
む
か
し
の
玉
の
床
と
て
も
か
ゝ
ら
ん
後
は
何
に
か
は
せ
ん
、
と
詠
み
給
へ
ば
、
亡
魂
嬉
し
く
思
し
め
し
、
重
ね
て
玉
体
を
現
し
、
終
夜
舞
楽
を
奏
し
て
御
対
面
あ
ら
う
ず
る
と
の
御
事
な
れ
ば
、
相
模
坊
に
も
諸
天
狗
を
伴
ひ
、
参
内
仕
れ
と
の
御
事
な
り
。
皆
々
そ
の
分
心
得
候
へ
〳
〵
白
峯
山
の
天
狗
相
模
坊
が
や
っ
て
き
て
崇
徳
院
の
瞋
恚
に
寄
り
添
い
慰
め
た
と
前
場
(25)
で
の
前
ジ
テ
の
語
り
を
補
足
し
、
西
行
の
詠
歌
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
舞
台
上
は
過
去
か
ら
現
在
に
戻
る
。
そ
し
て
、
崇
徳
院
の
霊
が
姿
を
表
す
こ
と
を
予
告
し
、
相
模
坊
を
は
じ
め
と
す
る
天
狗
た
ち
に
も
参
集
を
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
前
場
で
魔
縁
と
天
狗
を
同
一
と
捉
え
て
い
る
台
詞
も
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
崇
徳
院
を
「
魔
縁
」
、
相
模
坊
た
ち
を
「
天
狗
」
と
呼
び
分
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
松
山
天
狗
」
で
は
、
崇
徳
院
は
魔
道
に
堕
ち
天
魔
と
な
っ
た
。
同
じ
魔
縁
の
者
た
ち
で
あ
る
相
模
坊
は
天
狗
だ
が
、
崇
徳
院
に
つ
い
て
は
「
柿
の
御
衣
に
篠
懸
兜
巾
を
た
れ
」
と
典
型
的
な
天
狗
の
姿
を
示
唆
し
、
先
述
の
『
比
良
山
古
人
霊
託
』
に
あ
る
よ
う
に
同
時
代
に
は
す
で
に
天
狗
と
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
か
ら
さ
ま
に
「
天
狗
」
と
い
う
語
を
用
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
能
作
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
も
ひ
と
つ
の
能
作
者
の
創
作
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
後
場
ー
崇
徳
院
霊
の
常
の
姿
を
見
せ
る
32
後
場
で
姿
を
表
し
た
崇
徳
院
霊
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
を
見
せ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
怪
士
の
面
を
付
け
た
後
ジ
テ
が
塚
の
中
か
ら
現
れ
る
。
怪
士
の
面
は
、
神
性
を
も
っ
た
男
の
霊
を
表
し
て
い
る
。
痩
男
の
面
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
崇
徳
院
霊
は
「
怨
霊
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
御
廟
が
鳴
動
し
て
、
崇
徳
院
の
霊
が
次
の
よ
う
に
姿
を
表
す
。
い
か
に
西
行
、
こ
れ
ま
で
遙
々
下
る
心
ざ
し
こ
そ
、
返
す
返
す
も
嬉
し
け
れ
。
又
唯
今
の
詠
歌
の
言
葉
、
肝
に
銘
じ
て
面
白
さ
に
、
い
で
い
で
姿
を
現
さ
ん
と
、
い
ひ
も
あ
え
ね
ば
御
廟
頻
り
に
鳴
動
し
て
、
玉
体
現
れ
お
は
し
ま
す
塚
の
鳴
動
に
言
及
す
る
の
は
『
保
元
物
語
』
『
平
家
物
語
』
の
う
ち
で
は
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
の
み
で
あ
る
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
で
は
西
行
の
詠
歌
の
あ
と
「
御
墓
三
度
迄
震
動
す
る
ぞ
怖
ろ
し
き
」
と
あ
り
、
塚
の
鳴
動
が
天
変
地
異
を
予
告
す
る
と
い
う
時
代
の
文
化
的
認
識
の
下
に
、
崇
徳
院
怨
霊
の
脅
威
を
語
っ
て
い
る
。
一
方
『
白
峯
(26)
寺
縁
起
』
で
は
、
「
御
納
受
も
や
あ
り
け
む
、
た
び
た
び
鳴
動
し
た
り
け
る
と
な
む
。
」
と
あ
っ
て
、
西
行
の
詠
歌
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
崇
徳
院
霊
の
意
思
表
示
と
し
て
の
塚
の
鳴
動
で
あ
り
、
「
松
山
天
狗
」
と
同
じ
く
西
行
の
訪
問
と
詠
歌
が
怨
霊
を
慰
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
誠
に
妙
な
る
玉
体
の
、
花
の
顔
ば
せ
た
を
や
か
に
、
こ
こ
も
雲
居
の
都
の
空
の
、
夜
遊
の
舞
楽
は
面
白
や
。
こ
こ
で
演
出
は｢
早
舞
」
を
記
し
て
い
る
。
「
早
舞
」
は
、
公
家
の
霊
が
楽
し
げ
に
舞
う
姿
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
西
行
の
詠
歌
に
慰
め
ら
れ
た
崇
徳
院
は
日
頃
の
憤
懣
か
ら
(27)
解
か
れ
、
こ
こ
も
宮
中
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
上
機
嫌
で
舞
楽
に
興
じ
舞
い
続
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
か
く
て
舞
楽
も
時
過
ぎ
て
、
御
遊
の
袂
を
返
し
給
ひ
、
舞
ひ
遊
び
給
へ
ば
又
古
の
都
の
憂
き
事
を
思
し
召
し
出
だ
し
、
逆
鱗
の
御
姿
あ
た
り
を
払
っ
て
怖
ろ
し
や
あ
れ
あ
れ
見
よ
や
白
峯
の
、
山
風
荒
く
吹
き
落
ち
て
、
神
鳴
り
稲
妻
頻
り
に
充
ち
満
ち
雨
遠
近
の
雲
間
よ
り
、
天
狗
の
姿
は
あ
ら
は
れ
た
り
舞
は
感
情
を
昂
ぶ
ら
せ
る
。
昂
ぶ
っ
た
心
は
憤
怒
の
感
情
を
思
い
出
さ
せ
、
崇
徳
院
は
怖
ろ
し
い
逆
鱗
の
姿
を
表
す
。
そ
の
瞬
間
、
強
風
と
雷
と
稲
妻
と
と
も
に
、
白
峯
か
ら
天
狗
が
飛
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。
鬼
神
を
表
す
癋
見
の
面
を
付
け
赤
頭
に
兜
巾
を
し
て
大
団
扇
を
持
っ
た
後
ツ
レ
が
、
早
笛
で
登
場
す
る
。
典
型
的
な
天
狗
の
姿
、
登
場
の
仕
方
で
あ
る
。
後
ツ
レ
は
白
峯
の
相
模
坊
で
あ
る
と
名
乗
り
、
常
々
か
ら
院
の
心
を
慰
め
て
い
る
と
語
る
。
抑
も
こ
れ
は
、
白
峯
に
住
ん
で
年
を
経
る
、
相
模
坊
と
は
わ
が
事
な
り
。
さ
て
も
新
院
思
は
ず
も
、
こ
の
松
山
に
崩
御
な
る
。
常
々
参
内
申
し
つ
つ
、
御
心
を
慰
め
申
さ
ん
と
、
小
天
狗
を
引
き
連
れ
て
翅
を
並
べ
数
々
に
、
こ
の
松
山
に
随
ひ
奉
り
、
逆
臣
の
輩
を
悉
く
と
り
ひ
し
ぎ
、
蹴
殺
し
会
稽
を
雪
が
せ
申
す
べ
し
。
叡
慮
を
慰
め
、
お
は
し
ま
せ
相
模
坊
は
、
「
逆
臣
た
ち
を
全
て
ひ
ね
り
潰
し
蹴
殺
し
、
復
讐
し
て
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
お
心
を
和
ら
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
、
舞
働
を
す
る
。
舞
働
は
、
天
狗
が
威
勢
を
示
す
勇
壮
な
動
き
で
あ
る
。
そ
の
時
君
も
悦
び
お
は
し
ま
し
御
感
の
御
言
葉
数
々
な
れ
ば
、
天
狗
も
お
の
お
の
頭
を
地
に
つ
け
拝
し
奉
り
、
こ
れ
ま
で
な
り
と
て
小
天
狗
を
引
き
連
れ
虚
空
に
あ
が
る
と
ぞ
見
え
し
が
、
明
け
ゆ
く
空
も
白
峯
の
、
明
け
ゆ
く
空
も
白
峯
の
梢
に
、
又
飛
び
翔
っ
て
失
せ
に
け
り
崇
徳
院
は
相
模
坊
の
言
葉
と
逆
臣
を
撃
つ
勇
ま
し
い
姿
に
悦
び
を
表
し
、
天
狗
た
ち
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
天
狗
た
ち
は
役
目
を
全
う
し
た
と
ば
か
り
に
、
夜
明
け
と
共
に
白
峯
山
め
ざ
し
て
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
前
場
で
前
ジ
テ
の
老
翁
が
「
折
々
は
、
都
の
こ
と
を
思
し
召
し
出
だ
し
、
御
逆
鱗
の
余
り
な
れ
ば
、
魔
縁
み
な
近
づ
き
奉
り
、
あ
の
白
峯
の
相
模
坊
に
従
ふ
天
狗
ど
も
、
参
る
」
が
朝
に
か
ぎ
ら
ず
、
天
竺
・
震
旦
に
も
、
国
を
論
じ
位
を
あ
ら
そ
ひ
て
、
舅
・
甥
謀
叛
を
お
こ
し
、
兄
弟
合
戦
を
い
た
す
事
な
き
に
あ
ら
ず
。
我
此
の
事
を
く
ゐ
お
も
ひ
、
悪
心
懺
悔
の
た
め
に
此
の
経
を
か
き
奉
る
也
。
し
か
る
に
筆
跡
を
だ
に
、
都
に
を
か
ざ
る
程
の
儀
に
至
て
は
、
ち
か
ら
な
く
。
此
の
経
を
魔
道
に
廻
向
し
て
、
魔
縁
と
成
て
、
遺
恨
を
散
せ
ん
。
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
此
の
由
都
へ
き
こ
へ
て
、
「
御
あ
り
さ
ま
み
て
ま
い
れ
。
」
と
て
、
康
頼
を
御
使
ひ
に
下
さ
れ
け
る
が
、
参
り
み
奉
れ
ば
、
柿
の
御
衣
の
す
す
け
た
る
に
、
長
頭
巾
を
ま
き
て
、
御
身
の
血
を
い
だ
し
て
、
大
乗
経
の
奥
に
御
誓
状
を
あ
そ
ば
し
て
、
千
尋
の
底
へ
し
づ
め
給
ふ
。
其
の
後
は
御
つ
め
を
も
は
や
さ
ず
、
御
髪
を
も
そ
ら
せ
給
は
で
、
御
姿
を
や
つ
し
、
悪
念
に
し
づ
み
給
ひ
け
る
こ
そ
お
そ
ろ
し
け
れ
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
こ
の
よ
う
に
一
致
し
て
い
て
は
、
こ
の
間
狂
言
は
、
古
活
字
本
『
平
家
物
語
』
を
文
字
で
見
た
上
で
の
脚
本
で
あ
る
と
言
わ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
古
活
字
本
『
平
家
物
語
』
の
成
立
年
代
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
一
般
的
に
古
活
字
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
ご
く
短
い
期
間
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
狂
言
成
立
の
年
代
に
つ
い
て
は
自
ず
と
可
能
性
の
あ
る
時
期
は
狭
ま
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
間
狂
言
の
詞
章
は
そ
れ
が
上
演
さ
れ
た
時
の
詞
章
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
松
山
天
狗
」
の
成
立
時
期
を
直
接
に
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
松
山
天
狗
」
の
ア
イ
は
『
保
元
物
語
』
が
醸
成
し
た
崇
徳
院
怨
霊
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
崇
徳
院
の
あ
り
さ
ま
を
語
り
、
後
場
の
世
界
を
舞
台
上
に
創
り
出
し
て
い
く
。
五
部
大
乗
経
を
都
か
ら
戻
さ
れ
た
時
の
絶
望
と
恨
み
の
様
子
、
そ
し
て
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
皇
を
取
て
民
と
な
し
、
民
を
皇
と
な
さ
ん
。
」
と
国
家
転
覆
を
誓
う
ほ
ど
の
憤
怒
を
、
ア
イ
は
「
瞋
恚
の
焰
き
は
も
な
く
」
と
一
言
で
語
っ
た
。
「
瞋
恚
」
の
語
は
『
白
峯
寺
縁
起
』
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
能
「
葵
上
」
(24)
の
六
条
御
息
所
の
生
霊
の
台
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
、
能
舞
台
に
呼
び
出
さ
れ
る
霊
魂
の
激
情
と
も
い
え
る
激
し
い
怨
念
を
表
現
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
ア
イ
は
続
け
る
。
か
ほ
ど
憤
り
浅
か
ら
ぬ
事
な
れ
ば
、
相
模
坊
も
尤
も
痛
は
し
く
存
じ
、
玉
体
に
近
づ
き
奉
り
、
会
稽
山
の
恥
を
雪
が
せ
申
す
べ
き
と
の
御
事
な
り
。
新
院
も
御
年
四
十
六
に
て
遂
に
御
果
て
な
さ
れ
候
。
然
る
に
西
行
法
師
修
行
の
序
に
こ
の
所
に
御
出
で
あ
っ
て
、
新
院
の
御
廟
に
て
御
歌
を
詠
ま
れ
た
る
と
申
す
。
そ
の
御
歌
は
、
よ
し
や
君
む
か
し
の
玉
の
床
と
て
も
か
ゝ
ら
ん
後
は
何
に
か
は
せ
ん
、
と
詠
み
給
へ
ば
、
亡
魂
嬉
し
く
思
し
め
し
、
重
ね
て
玉
体
を
現
し
、
終
夜
舞
楽
を
奏
し
て
御
対
面
あ
ら
う
ず
る
と
の
御
事
な
れ
ば
、
相
模
坊
に
も
諸
天
狗
を
伴
ひ
、
参
内
仕
れ
と
の
御
事
な
り
。
皆
々
そ
の
分
心
得
候
へ
〳
〵
白
峯
山
の
天
狗
相
模
坊
が
や
っ
て
き
て
崇
徳
院
の
瞋
恚
に
寄
り
添
い
慰
め
た
と
前
場
(25)
で
の
前
ジ
テ
の
語
り
を
補
足
し
、
西
行
の
詠
歌
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
舞
台
上
は
過
去
か
ら
現
在
に
戻
る
。
そ
し
て
、
崇
徳
院
の
霊
が
姿
を
表
す
こ
と
を
予
告
し
、
相
模
坊
を
は
じ
め
と
す
る
天
狗
た
ち
に
も
参
集
を
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
前
場
で
魔
縁
と
天
狗
を
同
一
と
捉
え
て
い
る
台
詞
も
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
崇
徳
院
を
「
魔
縁
」
、
相
模
坊
た
ち
を
「
天
狗
」
と
呼
び
分
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
松
山
天
狗
」
で
は
、
崇
徳
院
は
魔
道
に
堕
ち
天
魔
と
な
っ
た
。
同
じ
魔
縁
の
者
た
ち
で
あ
る
相
模
坊
は
天
狗
だ
が
、
崇
徳
院
に
つ
い
て
は
「
柿
の
御
衣
に
篠
懸
兜
巾
を
た
れ
」
と
典
型
的
な
天
狗
の
姿
を
示
唆
し
、
先
述
の
『
比
良
山
古
人
霊
託
』
に
あ
る
よ
う
に
同
時
代
に
は
す
で
に
天
狗
と
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
か
ら
さ
ま
に
「
天
狗
」
と
い
う
語
を
用
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
能
作
者
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
も
ひ
と
つ
の
能
作
者
の
創
作
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
後
場
ー
崇
徳
院
霊
の
常
の
姿
を
見
せ
る
（7）
33
と
も
一
二
二
三
年
は
下
ら
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
古
活
字
本
は
金
刀
比
羅
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
、
(21)
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
内
で
読
み
本
系
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
源
平
の
合
戦
譚
を
軸
に
、
周
辺
の
様
々
な
説
話
や
伝
承
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
を
並
べ
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
崇
徳
院
の
天
狗
化
（
怨
霊
化
）
の
説
話
が
、
語
り
に
よ
っ
て
増
殖
し
て
い
く
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
一
五
世
紀
に
お
け
る
崇
徳
院
伝
承
の
一
つ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
『
白
峯
寺
縁
起
』
で
は
、
書
写
し
た
五
部
大
乗
経
を
返
さ
れ
た
崇
徳
院
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
大
き
に
瞋
恚
を
お
こ
さ
せ
給
ひ
て
、
我
大
魔
王
と
な
り
て
、
天
下
を
我
ま
ゝ
に
せ
ん
と
御
誓
あ
り
て
、
小
指
を
く
ひ
き
ら
せ
給
ひ
て
、
五
部
大
乗
経
の
箱
に
竜
宮
城
に
納
給
へ
と
あ
そ
ば
し
て
、
椎
途
の
海
に
浮
さ
せ
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、
海
上
火
に
も
え
て
見
え
け
る
に
、
童
子
出
て
舞
を
ま
ひ
て
納
け
る
。
そ
の
と
き
讃
岐
院
、
さ
て
は
我
願
成
就
し
け
る
と
て
、
御
ぐ
し
を
も
そ
ら
ず
、
（
中
略
）
ま
こ
と
に
大
魔
王
と
な
ら
せ
た
ま
ふ
や
ら
む
。
今
も
御
廟
所
に
は
、
番
の
鵄
と
て
、
一
羽
祇
候
す
る
な
り
。
「
椎
途
の
海
」
が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
中
で
、
一
説
に
「
椎
途
」
し
い
ど
し
ど
と
見
做
さ
れ
て
も
い
る
志
度
に
は
、
『
讃
州
志
度
寺
縁
起
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
と
お
(22)
り
、
そ
の
海
底
に
龍
宮
が
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
童
子
の
舞
は
、
天
下
を
転
覆
し
(23)
よ
う
と
の
崇
徳
院
の
意
志
通
り
に
、
五
部
大
乗
経
が
龍
宮
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
崇
徳
院
の
祟
り
に
よ
っ
て
平
治
の
乱
が
起
こ
り
、
源
平
の
争
乱
に
よ
っ
て
平
氏
は
滅
び
、
世
が
乱
れ
て
武
士
の
世
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
崇
徳
院
怨
霊
の
恐
ろ
し
さ
が
一
五
世
紀
に
は
広
く
世
に
認
知
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
上
記
の
記
述
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
能
「
松
山
天
狗
」
は
少
な
く
と
も
室
町
時
代
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
能
作
者
は
『
白
峯
寺
縁
起
』
が
記
述
し
て
い
る
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
こ
と
が
、
前
場
で
の
検
討
に
加
え
、
こ
こ
で
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
崇
徳
院
が
五
部
大
乗
経
を
書
写
し
た
動
機
や
そ
の
成
り
行
き
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。
史
実
上
も
異
な
る
。
で
は
、
こ
の
ア
イ
の
語
り
は
、
ど
の
記
録
、
あ
る
い
は
ど
の
記
憶
に
よ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
検
討
に
用
い
て
い
る
謡
本
の
間
狂
言
の
詞
章
が
、
古
活
字
本
『
平
家
物
語
』
の
当
該
部
分
と
語
句
の
レ
ベ
ル
で
極
め
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
両
者
の
詞
章
を
比
較
し
、
語
句
が
一
致
す
る
部
分
に
は
傍
線
を
、
語
句
は
や
や
異
な
る
も
の
の
同
一
内
容
の
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
〈
間
狂
言
〉
偏
に
後
世
の
為
に
と
て
、
五
部
の
大
乗
経
を
遊
ば
し
、
鐘
の
音
も
聞
え
ざ
ら
ん
所
に
納
む
る
も
不
便
な
り
。
王
城
近
き
八
幡
山
に
籠
り
た
く
思
し
召
し
、
仁
和
寺
へ
御
上
せ
候
へ
ば
、
主
上
こ
の
由
聞
こ
し
め
し
、
御
手
跡
だ
に
御
許
し
な
く
遂
に
御
返
し
あ
れ
ば
、
瞋
恚
の
焰
き
は
も
な
く
、
わ
が
悪
念
懺
悔
の
為
、
こ
の
経
經
を
書
き
つ
け
、
さ
ら
ば
こ
の
仇
に
報
い
ん
と
て
、
魔
道
に
堕
ち
天
魔
に
な
ら
ん
と
て
、
柿
の
御
衣
に
篠
懸
兜
巾
を
た
れ
、
大
乗
経
の
奥
に
血
を
以
て
御
誓
ひ
状
を
記
し
、
千
尋
の
底
に
沈
み
給
ふ
。
〈
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
〉
ひ
と
へ
に
後
世
の
御
た
め
。
」
と
て
五
部
の
大
乗
経
を
三
年
が
ほ
ど
に
御
自
筆
に
あ
そ
ば
し
て
、
貝
鐘
の
音
も
き
こ
え
ぬ
所
に
、
を
き
奉
ら
ん
も
ふ
び
ん
な
り
、
八
幡
山
か
高
野
山
か
、
も
し
御
ゆ
る
し
あ
ら
ば
、
鳥
羽
の
安
楽
寿
院
故
院
の
御
墓
に
を
き
奉
り
度
き
よ
し
、
平
治
元
年
の
春
の
比
、
仁
和
寺
の
御
室
へ
申
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
五
の
宮
よ
り
も
、
関
白
殿
は
此
の
由
つ
た
へ
申
さ
せ
給
ふ
。
殿
下
よ
り
よ
き
や
う
に
と
り
申
さ
せ
給
へ
ど
も
、
主
上
つ
ゐ
に
御
ゆ
る
さ
れ
な
く
し
て
、
彼
の
御
経
を
則
ち
か
へ
し
つ
か
は
さ
れ
、
御
室
よ
り
、
「
御
と
が
め
お
も
く
お
は
し
ま
す
ゆ
へ
、
御
手
跡
な
り
と
も
、
都
ち
か
く
は
を
か
れ
が
た
き
よ
し
承
り
候
ふ
間
、
力
を
よ
ば
ず
。
」
と
御
返
事
あ
り
け
れ
ば
、
法
王
此
の
よ
し
き
こ
し
め
し
て
、
「
口
お
し
き
事
か
な
。
我
（6）
こ
の
よ
う
に
保
元
の
乱
の
あ
ら
ま
し
は
史
実
の
通
り
に
淡
々
と
簡
潔
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
が
、
崇
徳
院
の
天
狗
化
の
あ
り
さ
ま
を
語
っ
て
い
く
語
り
に
は
、
そ
も
そ
も
伝
承
の
物
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
問
題
を
は
ら
ん
で
お
り
、
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
崇
徳
院
怨
霊
説
話
は
、
『
保
元
物
語
』
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
物
語
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
自
身
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
時
の
災
害
や
乱
世
の
原
因
を
崇
徳
院
の
祟
り
で
あ
る
と
怖
れ
た
後
白
河
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
鎮
魂
活
動
に
よ
っ
て
、
人
々
が
崇
徳
院
怨
霊
を
畏
怖
の
対
象
と
し
て
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
時
代
の
認
識
が
あ
る
。
そ
(15)
し
て
さ
ら
に
、
承
久
の
乱
を
経
て
後
鳥
羽
院
の
怨
霊
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
時
代
の
中
で
崇
徳
院
怨
霊
の
物
語
は
成
長
し
、『
保
元
物
語
』
も
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。『
保
(16)
元
物
語
』
は
崇
徳
院
怨
霊
を
語
り
鎮
魂
す
る
物
語
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
崇
徳
院
怨
霊
化
の
物
語
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
配
流
先
の
讃
岐
で
、
崇
徳
院
は
後
生
菩
提
の
た
め
五
部
大
乗
経
を
書
写
し
、
都
近
く
の
寺
社
へ
の
奉
納
を
望
ん
で
ゆ
か
り
の
あ
る
仁
和
寺
に
送
っ
た
が
、
朝
廷
側
に
拒
否
さ
れ
五
部
大
乗
経
は
送
り
返
さ
れ
た
。
激
し
い
怒
り
と
恨
み
を
抱
い
た
崇
徳
院
は
、
自
ら
魔
縁
と
な
っ
て
祟
り
を
な
す
と
の
誓
文
を
血
書
し
、
五
部
大
乗
経
を
海
に
沈
め
た
、
と
い
う
の
が
、「
松
山
天
狗
」
で
の
物
語
の
大
筋
で
あ
る
。
一
方
で
『
保
元
物
語
』
『
平
家
物
語
』
で
は
諸
本
に
よ
っ
て
表
現
に
次
の
よ
う
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
半
井
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、
崇
徳
院
は
納
経
を
拒
絶
し
た
朝
廷
を
後
生
ま
で
の
敵
と
す
る
と
し
て
、
戻
さ
れ
た
五
部
大
乗
経
を
三
悪
道
（
地
獄
）
に
投
げ
込
ん
で
「
日
本
国
の
大
悪
魔
と
な
ら
ん
」
と
誓
い
、
舌
先
を
食
い
切
っ
た
血
で
経
に
誓
文
を
書
き
、
生
き
な
が
ら
天
狗
の
姿
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、
経
の
奉
納
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
点
で
、
後
世
の
た
め
の
経
を
置
い
て
も
ら
え
な
い
な
ら
ば
生
き
て
も
無
益
で
あ
る
と
し
て
、
崇
徳
院
は
生
き
な
が
ら
天
狗
に
な
っ
た
。
そ
し
て
戻
さ
れ
て
き
た
五
部
大
乗
経
に
つ
い
て
は
、
悪
道
に
投
げ
込
み
、
其
力
を
以
て
、
日
本
国
の
大
魔
縁
と
な
り
、
皇
を
取
て
民
と
な
し
、
民
を
皇
と
な
さ
ん
。
」
と
て
、
御
舌
の
さ
き
を
く
い
切
て
、
流
る
血
を
以
て
、
大
乗
経
の
奥
に
、
御
誓
状
を
書
付
ら
る
。
「
願
は
、
上
梵
天
帝
釈
、
下
堅
牢
地
神
に
至
迄
、
此
誓
約
に
合
力
し
給
や
。」
と
、
海
底
に
入
さ
せ
給
ひ
け
る
。
と
書
い
て
い
る
。
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、
崇
徳
院
は
「
魔
道
に
廻
向
し
て
魔
縁
と
成
っ
て
遺
恨
を
散
ぜ
ん
」
と
自
身
の
血
で
誓
状
を
大
乗
経
の
奥
に
書
い
て
海
の
底
に
沈
め
た
と
は
あ
る
が
、
「
天
狗
」
と
い
う
語
は
用
い
て
い
な
い
。
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、
表
現
も
含
め
て
半
井
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
「
日
本
国
の
大
魔
と
な
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
天
狗
と
い
う
語
は
用
い
な
い
も
の
の
、
崇
徳
院
は
「
御
髪
モ
メ
サ
ズ
御
爪
ヲ
モ
切
ラ
セ
給
ハ
ズ
、
柿
ノ
頭
巾
、
柿
ノ
御
衣
ヲ
召
」
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
中
古
中
世
の
説
話
集
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
天
狗
を
示
唆
す
る
姿
と
な
っ
て
、
爪
か
ら
出
し
た
血
で
五
部
大
乗
経
を
書
写
し
、
都
に
送
る
。
そ
し
て
戻
(17)
さ
れ
た
経
に
、
舌
先
を
食
い
切
っ
た
血
で
「
日
本
国
を
滅
ぼ
す
大
魔
縁
と
な
ろ
う
」
と
誓
状
を
書
き
、
海
底
に
沈
め
る
の
で
あ
る
。
魔
縁
の
様
子
は
『
保
元
物
語
』
と
同
時
代
に
書
か
れ
た
『
比
良
山
古
人
霊
託
』
に
も
(18)
記
さ
れ
て
お
り
崇
徳
院
も
強
力
な
天
魔
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
魔
縁
と
は
そ
も
そ
も
平
安
後
期
に
作
り
出
さ
れ
た
地
獄
・
極
楽
と
は
異
な
る
現
世
に
近
い
あ
の
世
で
あ
り
、
魔
道
に
堕
ち
る
と
死
後
も
こ
の
世
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
中
世
に
至
っ
て
天
狗
と
習
合
し
た
と
い
う
。
そ
し
た
ま
た
、
五
部
大
乗
経
を
海
底
に
沈
め
る
と
は
経
を
龍
宮
(19)
に
奉
納
す
る
こ
と
で
あ
り
、
龍
宮
へ
の
経
沈
め
は
国
家
転
覆
の
祈
誓
を
意
味
す
る
。
(20)
『
保
元
物
語
』
の
諸
本
の
成
立
年
や
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
研
究
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
半
井
本
が
一
番
の
古
態
を
持
っ
て
お
り
成
立
は
少
な
く
34
と
も
一
二
二
三
年
は
下
ら
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
古
活
字
本
は
金
刀
比
羅
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
、
(21)
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
内
で
読
み
本
系
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
源
平
の
合
戦
譚
を
軸
に
、
周
辺
の
様
々
な
説
話
や
伝
承
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
を
並
べ
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
崇
徳
院
の
天
狗
化
（
怨
霊
化
）
の
説
話
が
、
語
り
に
よ
っ
て
増
殖
し
て
い
く
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
一
五
世
紀
に
お
け
る
崇
徳
院
伝
承
の
一
つ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
『
白
峯
寺
縁
起
』
で
は
、
書
写
し
た
五
部
大
乗
経
を
返
さ
れ
た
崇
徳
院
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
大
き
に
瞋
恚
を
お
こ
さ
せ
給
ひ
て
、
我
大
魔
王
と
な
り
て
、
天
下
を
我
ま
ゝ
に
せ
ん
と
御
誓
あ
り
て
、
小
指
を
く
ひ
き
ら
せ
給
ひ
て
、
五
部
大
乗
経
の
箱
に
竜
宮
城
に
納
給
へ
と
あ
そ
ば
し
て
、
椎
途
の
海
に
浮
さ
せ
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、
海
上
火
に
も
え
て
見
え
け
る
に
、
童
子
出
て
舞
を
ま
ひ
て
納
け
る
。
そ
の
と
き
讃
岐
院
、
さ
て
は
我
願
成
就
し
け
る
と
て
、
御
ぐ
し
を
も
そ
ら
ず
、
（
中
略
）
ま
こ
と
に
大
魔
王
と
な
ら
せ
た
ま
ふ
や
ら
む
。
今
も
御
廟
所
に
は
、
番
の
鵄
と
て
、
一
羽
祇
候
す
る
な
り
。
「
椎
途
の
海
」
が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
中
で
、
一
説
に
「
椎
途
」
し
い
ど
し
ど
と
見
做
さ
れ
て
も
い
る
志
度
に
は
、
『
讃
州
志
度
寺
縁
起
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
と
お
(22)
り
、
そ
の
海
底
に
龍
宮
が
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
童
子
の
舞
は
、
天
下
を
転
覆
し
(23)
よ
う
と
の
崇
徳
院
の
意
志
通
り
に
、
五
部
大
乗
経
が
龍
宮
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
崇
徳
院
の
祟
り
に
よ
っ
て
平
治
の
乱
が
起
こ
り
、
源
平
の
争
乱
に
よ
っ
て
平
氏
は
滅
び
、
世
が
乱
れ
て
武
士
の
世
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
崇
徳
院
怨
霊
の
恐
ろ
し
さ
が
一
五
世
紀
に
は
広
く
世
に
認
知
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
上
記
の
記
述
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
能
「
松
山
天
狗
」
は
少
な
く
と
も
室
町
時
代
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
能
作
者
は
『
白
峯
寺
縁
起
』
が
記
述
し
て
い
る
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
こ
と
が
、
前
場
で
の
検
討
に
加
え
、
こ
こ
で
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
崇
徳
院
が
五
部
大
乗
経
を
書
写
し
た
動
機
や
そ
の
成
り
行
き
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。
史
実
上
も
異
な
る
。
で
は
、
こ
の
ア
イ
の
語
り
は
、
ど
の
記
録
、
あ
る
い
は
ど
の
記
憶
に
よ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
検
討
に
用
い
て
い
る
謡
本
の
間
狂
言
の
詞
章
が
、
古
活
字
本
『
平
家
物
語
』
の
当
該
部
分
と
語
句
の
レ
ベ
ル
で
極
め
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
両
者
の
詞
章
を
比
較
し
、
語
句
が
一
致
す
る
部
分
に
は
傍
線
を
、
語
句
は
や
や
異
な
る
も
の
の
同
一
内
容
の
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
〈
間
狂
言
〉
偏
に
後
世
の
為
に
と
て
、
五
部
の
大
乗
経
を
遊
ば
し
、
鐘
の
音
も
聞
え
ざ
ら
ん
所
に
納
む
る
も
不
便
な
り
。
王
城
近
き
八
幡
山
に
籠
り
た
く
思
し
召
し
、
仁
和
寺
へ
御
上
せ
候
へ
ば
、
主
上
こ
の
由
聞
こ
し
め
し
、
御
手
跡
だ
に
御
許
し
な
く
遂
に
御
返
し
あ
れ
ば
、
瞋
恚
の
焰
き
は
も
な
く
、
わ
が
悪
念
懺
悔
の
為
、
こ
の
経
經
を
書
き
つ
け
、
さ
ら
ば
こ
の
仇
に
報
い
ん
と
て
、
魔
道
に
堕
ち
天
魔
に
な
ら
ん
と
て
、
柿
の
御
衣
に
篠
懸
兜
巾
を
た
れ
、
大
乗
経
の
奥
に
血
を
以
て
御
誓
ひ
状
を
記
し
、
千
尋
の
底
に
沈
み
給
ふ
。
〈
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
〉
ひ
と
へ
に
後
世
の
御
た
め
。
」
と
て
五
部
の
大
乗
経
を
三
年
が
ほ
ど
に
御
自
筆
に
あ
そ
ば
し
て
、
貝
鐘
の
音
も
き
こ
え
ぬ
所
に
、
を
き
奉
ら
ん
も
ふ
び
ん
な
り
、
八
幡
山
か
高
野
山
か
、
も
し
御
ゆ
る
し
あ
ら
ば
、
鳥
羽
の
安
楽
寿
院
故
院
の
御
墓
に
を
き
奉
り
度
き
よ
し
、
平
治
元
年
の
春
の
比
、
仁
和
寺
の
御
室
へ
申
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
五
の
宮
よ
り
も
、
関
白
殿
は
此
の
由
つ
た
へ
申
さ
せ
給
ふ
。
殿
下
よ
り
よ
き
や
う
に
と
り
申
さ
せ
給
へ
ど
も
、
主
上
つ
ゐ
に
御
ゆ
る
さ
れ
な
く
し
て
、
彼
の
御
経
を
則
ち
か
へ
し
つ
か
は
さ
れ
、
御
室
よ
り
、
「
御
と
が
め
お
も
く
お
は
し
ま
す
ゆ
へ
、
御
手
跡
な
り
と
も
、
都
ち
か
く
は
を
か
れ
が
た
き
よ
し
承
り
候
ふ
間
、
力
を
よ
ば
ず
。
」
と
御
返
事
あ
り
け
れ
ば
、
法
王
此
の
よ
し
き
こ
し
め
し
て
、
「
口
お
し
き
事
か
な
。
我
こ
の
よ
う
に
保
元
の
乱
の
あ
ら
ま
し
は
史
実
の
通
り
に
淡
々
と
簡
潔
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
が
、
崇
徳
院
の
天
狗
化
の
あ
り
さ
ま
を
語
っ
て
い
く
語
り
に
は
、
そ
も
そ
も
伝
承
の
物
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
問
題
を
は
ら
ん
で
お
り
、
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
崇
徳
院
怨
霊
説
話
は
、
『
保
元
物
語
』
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
物
語
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
自
身
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
時
の
災
害
や
乱
世
の
原
因
を
崇
徳
院
の
祟
り
で
あ
る
と
怖
れ
た
後
白
河
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
鎮
魂
活
動
に
よ
っ
て
、
人
々
が
崇
徳
院
怨
霊
を
畏
怖
の
対
象
と
し
て
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
時
代
の
認
識
が
あ
る
。
そ
(15)
し
て
さ
ら
に
、
承
久
の
乱
を
経
て
後
鳥
羽
院
の
怨
霊
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
時
代
の
中
で
崇
徳
院
怨
霊
の
物
語
は
成
長
し
、『
保
元
物
語
』
も
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。『
保
(16)
元
物
語
』
は
崇
徳
院
怨
霊
を
語
り
鎮
魂
す
る
物
語
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
崇
徳
院
怨
霊
化
の
物
語
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
配
流
先
の
讃
岐
で
、
崇
徳
院
は
後
生
菩
提
の
た
め
五
部
大
乗
経
を
書
写
し
、
都
近
く
の
寺
社
へ
の
奉
納
を
望
ん
で
ゆ
か
り
の
あ
る
仁
和
寺
に
送
っ
た
が
、
朝
廷
側
に
拒
否
さ
れ
五
部
大
乗
経
は
送
り
返
さ
れ
た
。
激
し
い
怒
り
と
恨
み
を
抱
い
た
崇
徳
院
は
、
自
ら
魔
縁
と
な
っ
て
祟
り
を
な
す
と
の
誓
文
を
血
書
し
、
五
部
大
乗
経
を
海
に
沈
め
た
、
と
い
う
の
が
、「
松
山
天
狗
」
で
の
物
語
の
大
筋
で
あ
る
。
一
方
で
『
保
元
物
語
』
『
平
家
物
語
』
で
は
諸
本
に
よ
っ
て
表
現
に
次
の
よ
う
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
半
井
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、
崇
徳
院
は
納
経
を
拒
絶
し
た
朝
廷
を
後
生
ま
で
の
敵
と
す
る
と
し
て
、
戻
さ
れ
た
五
部
大
乗
経
を
三
悪
道
（
地
獄
）
に
投
げ
込
ん
で
「
日
本
国
の
大
悪
魔
と
な
ら
ん
」
と
誓
い
、
舌
先
を
食
い
切
っ
た
血
で
経
に
誓
文
を
書
き
、
生
き
な
が
ら
天
狗
の
姿
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、
経
の
奉
納
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
点
で
、
後
世
の
た
め
の
経
を
置
い
て
も
ら
え
な
い
な
ら
ば
生
き
て
も
無
益
で
あ
る
と
し
て
、
崇
徳
院
は
生
き
な
が
ら
天
狗
に
な
っ
た
。
そ
し
て
戻
さ
れ
て
き
た
五
部
大
乗
経
に
つ
い
て
は
、
悪
道
に
投
げ
込
み
、
其
力
を
以
て
、
日
本
国
の
大
魔
縁
と
な
り
、
皇
を
取
て
民
と
な
し
、
民
を
皇
と
な
さ
ん
。
」
と
て
、
御
舌
の
さ
き
を
く
い
切
て
、
流
る
血
を
以
て
、
大
乗
経
の
奥
に
、
御
誓
状
を
書
付
ら
る
。
「
願
は
、
上
梵
天
帝
釈
、
下
堅
牢
地
神
に
至
迄
、
此
誓
約
に
合
力
し
給
や
。」
と
、
海
底
に
入
さ
せ
給
ひ
け
る
。
と
書
い
て
い
る
。
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、
崇
徳
院
は
「
魔
道
に
廻
向
し
て
魔
縁
と
成
っ
て
遺
恨
を
散
ぜ
ん
」
と
自
身
の
血
で
誓
状
を
大
乗
経
の
奥
に
書
い
て
海
の
底
に
沈
め
た
と
は
あ
る
が
、
「
天
狗
」
と
い
う
語
は
用
い
て
い
な
い
。
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、
表
現
も
含
め
て
半
井
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
「
日
本
国
の
大
魔
と
な
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
天
狗
と
い
う
語
は
用
い
な
い
も
の
の
、
崇
徳
院
は
「
御
髪
モ
メ
サ
ズ
御
爪
ヲ
モ
切
ラ
セ
給
ハ
ズ
、
柿
ノ
頭
巾
、
柿
ノ
御
衣
ヲ
召
」
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
中
古
中
世
の
説
話
集
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
天
狗
を
示
唆
す
る
姿
と
な
っ
て
、
爪
か
ら
出
し
た
血
で
五
部
大
乗
経
を
書
写
し
、
都
に
送
る
。
そ
し
て
戻
(17)
さ
れ
た
経
に
、
舌
先
を
食
い
切
っ
た
血
で
「
日
本
国
を
滅
ぼ
す
大
魔
縁
と
な
ろ
う
」
と
誓
状
を
書
き
、
海
底
に
沈
め
る
の
で
あ
る
。
魔
縁
の
様
子
は
『
保
元
物
語
』
と
同
時
代
に
書
か
れ
た
『
比
良
山
古
人
霊
託
』
に
も
(18)
記
さ
れ
て
お
り
崇
徳
院
も
強
力
な
天
魔
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
魔
縁
と
は
そ
も
そ
も
平
安
後
期
に
作
り
出
さ
れ
た
地
獄
・
極
楽
と
は
異
な
る
現
世
に
近
い
あ
の
世
で
あ
り
、
魔
道
に
堕
ち
る
と
死
後
も
こ
の
世
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
中
世
に
至
っ
て
天
狗
と
習
合
し
た
と
い
う
。
そ
し
た
ま
た
、
五
部
大
乗
経
を
海
底
に
沈
め
る
と
は
経
を
龍
宮
(19)
に
奉
納
す
る
こ
と
で
あ
り
、
龍
宮
へ
の
経
沈
め
は
国
家
転
覆
の
祈
誓
を
意
味
す
る
。
(20)
『
保
元
物
語
』
の
諸
本
の
成
立
年
や
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
研
究
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
半
井
本
が
一
番
の
古
態
を
持
っ
て
お
り
成
立
は
少
な
く
（5）
35
と
な
っ
て
お
り
、
能
作
者
の
手
腕
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
『
解
註
謡
曲
全
集
』
所
収
の
謡
本
で
は
、
こ
の
場
面
は
次
の
様
に
謡
わ
れ
る
。
か
や
う
に
申
す
老
人
も
、
常
々
参
り
木
蔭
を
清
め
、
御
心
を
慰
め
申
し
し
な
り
。
浜
千
鳥
跡
は
都
へ
通
へ
ど
も
身
は
ま
つ
山
に
音
を
の
み
ぞ
鳴
く
暇
申
し
て
さ
ら
ば
と
て
、
前
掲
の
『
謡
曲
大
観
』
所
収
の
謡
で
の
「
さ
て
も
西
行
唯
今
の
詠
歌
の
言
葉
、
肝
に
銘
じ
て
面
白
さ
に
、
老
の
袂
を
し
を
る
な
り
」
と
い
う
詞
章
が
そ
っ
く
り
「
浜
千
鳥
」
の
歌
に
入
れ
替
わ
り
、
西
行
の
「
よ
し
や
君
」
の
奉
歌
へ
の
返
歌
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
浜
千
鳥
」
の
歌
は
、『
撰
集
抄
』
で
は
詠
わ
れ
な
い
が
、
半
井
本
『
平
家
物
語
』
の
次
の
場
面
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
御
自
筆
ニ
五
部
大
乗
経
ヲ
三
年
ア
ソ
バ
シ
テ
、
御
室
ニ
申
サ
セ
給
ケ
ル
ハ
、
「
後
生
菩
提
ノ
為
ニ
、
五
部
大
乗
経
ヲ
墨
ニ
テ
如
形
書
集
テ
候
ガ
、
貝
鐘
ノ
音
モ
セ
ヌ
遠
国
ニ
捨
置
カ
ン
事
ノ
不
便
ニ
候
。
御
免
候
ハ
バ
、
八
幡
ノ
辺
ニ
テ
モ
候
ヘ
、
鳥
羽
カ
サ
ナ
ク
ハ
長
谷
ノ
辺
ニ
テ
モ
候
ヘ
、
都
ノ
頭
ニ
送
置
候
ハ
バ
ヤ
」
ト
申
サ
セ
給
ヒ
テ
、
御
書
ノ
奥
ニ
御
歌
ヲ
一
首
ア
ソ
バ
ス
浜
千
鳥
跡
ハ
都
ニ
通
ヘ
共
身
ハ
松
山
ニ
ネ
ヲ
ノ
ミ
ゾ
鳴
こ
こ
で
の
こ
の
歌
は
、崇
徳
院
が
配
流
先
の
讃
岐
国
松
山
で
書
写
し
た
五
部
大
乗
経
を
、
都
の
近
く
の
寺
社
に
収
め
て
ほ
し
い
と
仁
和
寺
御
室
に
送
っ
た
際
の
書
状
に
、
「
自
分
の
書
い
た
筆
跡
は
都
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
身
は
松
山
で
泣
く
ば
か
り
だ
」
と
の
心
情
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
、
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』、
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
こ
の
歌
は
崇
徳
院
の
詠
歌
と
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
解
註
謡
曲
全
集
』
所
収
の
謡
で
は
、
前
ジ
テ
の
老
翁
が
崇
徳
院
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
、
一
層
明
確
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
西
行
が
崇
徳
院
の
廟
所
を
訪
ね
院
の
霊
を
呼
び
出
し
て
そ
の
さ
ま
を
描
い
て
い
く
「
松
山
天
狗
」
に
お
い
て
は
、
『
山
家
集
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
西
行
が
訪
ね
た
「
院
お
は
し
ま
し
け
ん
御
跡
」
で
あ
る
「
松
山
」
こ
そ
が
、
訪
ね
る
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
。
西
行
が
松
山
の
御
廟
を
訪
ね
、
崇
徳
院
の
生
前
の
日
々
に
思
い
を
致
し
て
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
、
崇
徳
院
の
霊
を
呼
び
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
「
松
山
天
狗
」
の
前
場
は
、
『
撰
集
抄
』
の
西
行
訪
問
説
話
の
構
図
に
則
り
な
が
ら
、
つ
ま
り
「
本
説
」
と
し
な
が
ら
、
『
保
元
物
語
』
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
崇
徳
院
怨
霊
説
話
を
想
像
力
の
礎
と
し
て
、
舞
台
上
に
崇
徳
院
霊
を
呼
び
出
す
と
い
う
能
な
ら
で
は
の
演
出
が
、
能
作
者
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
間
狂
言
ー
魔
道
に
墜
ち
た
崇
徳
院
を
語
る
シ
テ
が
塚
の
中
に
姿
を
消
す
と
、
ア
イ
が
動
植
物
の
精
霊
を
表
す
と
い
う
ウ
ソ
ブ
キ
の
面
を
付
け
て
登
場
し
、
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。
か
や
う
に
候
者
は
、
讃
岐
の
国
白
峯
相
模
坊
に
仕
へ
申
す
木
葉
天
狗
に
て
候
。
ア
イ
は
、
前
場
で
前
ジ
テ
が
語
っ
て
い
た
崇
徳
院
を
日
々
慰
め
て
い
る
天
狗
た
ち
の
う
ち
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
間
狂
言
は
、
崇
徳
院
の
讃
岐
配
流
に
至
る
保
元
の
乱
の
あ
ら
ま
し
と
、
院
の
魔
縁
（
天
狗
）
化
の
あ
り
さ
ま
を
、
名
乗
り
に
続
き
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
く
。
さ
て
も
人
皇
七
十
五
代
崇
徳
院
と
申
し
奉
る
は
、
鳥
羽
第
一
の
皇
子
な
り
。
御
弟
近
衛
院
崩
御
の
後
、
新
院
第
一
の
皇
子
長
安
親
王
を
御
位
に
な
し
奉
ら
ん
と
思
し
召
す
処
に
、
美
福
門
院
の
御
計
ら
ひ
に
て
、
鳥
羽
第
四
の
皇
子
本
院
と
申
す
を
御
位
に
な
し
給
ふ
。
後
白
河
の
院
こ
れ
な
り
。
こ
の
意
趣
に
よ
っ
て
、
新
院
本
院
御
仲
不
和
に
な
り
、
夥
し
き
争
ひ
あ
り
し
が
、
新
院
う
ち
負
け
給
ふ
に
よ
っ
て
、
当
国
こ
の
所
に
流
さ
れ
給
ふ
。
（4）
た
と
え
ば
、
崩
御
の
地
に
つ
い
て
は
史
実
と
し
て
の
定
か
な
記
録
は
な
く
、『
保
元
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
あ
る
い
は
『
白
峯
寺
縁
起
』
な
ど
の
一
連
の
崇
徳
院
説
話
を
描
く
諸
本
に
お
い
て
、
「
松
山
」
「
鼓
岡
」
「
志
度
」
な
ど
と
さ
れ
て
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。
ま
た
、
「
松
山
」
は
諸
本
に
よ
っ
て
は
崩
御
の
地
で
あ
る
ほ
か
に
、
讃
岐
に
到
着
し
て
最
初
に
上
陸
し
た
地
で
あ
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
(13)
『
白
峯
寺
縁
起
』
で
は
西
行
は
「
御
廟
」
を
訪
ね
る
と
し
て
頓
證
寺
に
行
っ
て
お
り
、
御
影
堂
と
し
て
頓
證
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
史
実
に
沿
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
筆
者
清
原
良
賢
が
能
「
松
山
天
狗
」
を
観
て
い
る
か
、
能
作
者
と
共
通
の
情
報
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
能
「
松
山
天
狗
」
の
成
立
時
期
や
成
立
事
情
を
検
討
す
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
(14)
『
山
家
集
』
下
雑
（
一
三
五
三
番
・
一
三
五
四
番
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
讃
岐
に
詣
で
て
、
松
山
の
津
と
申
す
所
に
、
院
お
は
し
ま
し
け
ん
御
跡
た
づ
ね
け
れ
ど
、
か
た
も
無
か
り
け
れ
ば
松
山
の
波
に
流
れ
て
来
し
舟
の
や
が
て
空
し
く
な
り
に
け
る
か
な
松
山
の
波
の
景
色
は
変
わ
ら
じ
を
か
た
な
く
君
は
な
り
ま
し
に
け
り
そ
し
て
こ
れ
ら
の
歌
の
次
に
掲
載
さ
れ
る
一
三
五
五
番
の
歌
が
、
『
撰
集
抄
』
巻
一
第
七
話
「
新
院
御
墓
」
の
中
で
詠
ま
れ
、
ま
た
「
松
山
天
狗
」
で
は
崇
徳
院
の
霊
を
呼
び
出
す
契
機
と
な
る
次
の
歌
な
の
で
あ
る
。
白
峯
と
申
し
け
る
所
に
、
御
墓
の
侍
り
け
る
に
、
ま
ゐ
り
て
よ
し
や
君
昔
の
珠
の
ゆ
か
と
て
も
か
か
ら
ん
後
は
何
に
か
は
せ
ん
能
作
者
は
崇
徳
院
陵
あ
る
い
は
御
影
堂
を
「
廟
所
」
と
見
做
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も｢
松
山
」
で
は
な
い
の
に
あ
え
て
「
松
山
」
と
い
う
地
名
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
『
撰
集
抄
』
の
西
行
訪
問
説
話
の
典
拠
で
あ
る
『
山
家
集
』
の
前
掲
の
歌
群
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
松
山
天
狗
」
の
前
場
に
戻
ろ
う
。
西
行
は
御
廟
の
あ
ま
り
に
寂
れ
た
様
子
に
涙
し
、
崇
徳
院
の
無
念
の
日
々
に
思
い
を
寄
せ
、
歌
を
詠
む
。
さ
て
は
こ
れ
な
る
が
新
院
の
御
廟
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。昔
は
玉
楼
金
殿
の
御
住
居
、
百
官
卿
相
に
い
つ
か
れ
給
ひ
し
御
身
の
、
か
か
る
田
舎
の
苔
の
下
、
人
も
通
は
ぬ
御
廟
所
の
う
ち
、
涙
も
更
に
止
ま
ら
ず
、
あ
ら
御
痛
は
し
や
候
。
か
く
あ
さ
ま
し
き
御
有
様
、
涙
な
が
ら
に
か
く
ば
か
り
、
よ
し
や
君
む
か
し
の
玉
の
床
と
て
も
か
か
ら
ん
後
は
何
に
か
は
せ
ん
こ
の
歌
に
深
く
感
じ
入
っ
た
老
翁
は
、
西
行
の
問
い
に
答
え
る
体
で
崇
徳
院
存
命
の
こ
ろ
の
当
地
で
の
様
子
を
語
る
。
君
存
命
の
折
々
は
、
都
の
こ
と
を
思
し
召
し
出
だ
し
、
御
逆
鱗
の
余
り
な
れ
ば
、
魔
縁
み
な
近
づ
き
奉
り
、
あ
の
白
峯
の
相
模
坊
に
従
ふ
天
狗
ど
も
、
参
る
よ
り
外
は
余
の
参
内
は
な
く
候
。
か
や
う
に
申
す
老
人
も
、
常
々
参
り
木
蔭
を
清
め
、
御
心
を
慰
め
申
し
し
な
り
。
さ
て
も
西
行
唯
今
の
詠
歌
の
言
葉
、
肝
に
銘
じ
て
面
白
さ
に
、
老
の
袂
を
し
を
る
な
り
。
暇
申
し
て
さ
ら
ば
と
て
、
ま
た
立
ち
帰
る
老
い
の
波
、
翁
さ
び
し
き
木
の
下
に
、
立
ち
寄
る
と
見
え
し
が
影
の
如
く
に
失
せ
に
け
り
崇
徳
院
が
無
念
の
余
り
激
し
く
憤
っ
て
い
た
た
め
に
魔
縁
の
者
が
近
づ
き
、
白
峯
の
相
模
坊
を
は
じ
め
と
す
る
天
狗
た
ち
が
伺
候
す
る
ほ
か
は
誰
も
参
る
者
は
お
ら
ず
、
自
分
も
日
々
参
内
し
て
庭
の
掃
除
な
ど
を
し
な
が
ら
御
心
を
慰
め
て
い
た
、今
の
詠
歌
に
涙
し
た
、
と
言
っ
て
消
え
て
し
ま
う
。
シ
テ
は
舞
台
上
に
設
え
ら
れ
た
塚
の
作
り
物
の
中
に
入
っ
て
行
き
、
中
入
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
前
ジ
テ
は
こ
こ
で
ワ
キ
に
向
か
っ
て
「
さ
て
も
西
行
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
最
初
に
出
会
っ
た
時
は
「
西
行
上
人
に
て
ま
し
ま
す
か
や
」
と
敬
称
と
敬
語
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
言
葉
遣
い
の
変
化
は
、
前
ジ
テ
の
老
翁
は
実
は
崇
徳
院
の
化
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
西
行
の
詠
歌
に
感
じ
入
っ
て
感
情
が
高
ぶ
り
、
次
第
に
本
性
を
現
し
始
め
て
い
く
中
で
の
「
さ
て
も
西
行
」
と
い
う
詞
は
、
前
ジ
テ
の
正
体
を
示
唆
し
て
後
場
へ
の
繋
ぎ
36
と
な
っ
て
お
り
、
能
作
者
の
手
腕
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
『
解
註
謡
曲
全
集
』
所
収
の
謡
本
で
は
、
こ
の
場
面
は
次
の
様
に
謡
わ
れ
る
。
か
や
う
に
申
す
老
人
も
、
常
々
参
り
木
蔭
を
清
め
、
御
心
を
慰
め
申
し
し
な
り
。
浜
千
鳥
跡
は
都
へ
通
へ
ど
も
身
は
ま
つ
山
に
音
を
の
み
ぞ
鳴
く
暇
申
し
て
さ
ら
ば
と
て
、
前
掲
の
『
謡
曲
大
観
』
所
収
の
謡
で
の
「
さ
て
も
西
行
唯
今
の
詠
歌
の
言
葉
、
肝
に
銘
じ
て
面
白
さ
に
、
老
の
袂
を
し
を
る
な
り
」
と
い
う
詞
章
が
そ
っ
く
り
「
浜
千
鳥
」
の
歌
に
入
れ
替
わ
り
、
西
行
の
「
よ
し
や
君
」
の
奉
歌
へ
の
返
歌
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
浜
千
鳥
」
の
歌
は
、『
撰
集
抄
』
で
は
詠
わ
れ
な
い
が
、
半
井
本
『
平
家
物
語
』
の
次
の
場
面
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
御
自
筆
ニ
五
部
大
乗
経
ヲ
三
年
ア
ソ
バ
シ
テ
、
御
室
ニ
申
サ
セ
給
ケ
ル
ハ
、
「
後
生
菩
提
ノ
為
ニ
、
五
部
大
乗
経
ヲ
墨
ニ
テ
如
形
書
集
テ
候
ガ
、
貝
鐘
ノ
音
モ
セ
ヌ
遠
国
ニ
捨
置
カ
ン
事
ノ
不
便
ニ
候
。
御
免
候
ハ
バ
、
八
幡
ノ
辺
ニ
テ
モ
候
ヘ
、
鳥
羽
カ
サ
ナ
ク
ハ
長
谷
ノ
辺
ニ
テ
モ
候
ヘ
、
都
ノ
頭
ニ
送
置
候
ハ
バ
ヤ
」
ト
申
サ
セ
給
ヒ
テ
、
御
書
ノ
奥
ニ
御
歌
ヲ
一
首
ア
ソ
バ
ス
浜
千
鳥
跡
ハ
都
ニ
通
ヘ
共
身
ハ
松
山
ニ
ネ
ヲ
ノ
ミ
ゾ
鳴
こ
こ
で
の
こ
の
歌
は
、崇
徳
院
が
配
流
先
の
讃
岐
国
松
山
で
書
写
し
た
五
部
大
乗
経
を
、
都
の
近
く
の
寺
社
に
収
め
て
ほ
し
い
と
仁
和
寺
御
室
に
送
っ
た
際
の
書
状
に
、
「
自
分
の
書
い
た
筆
跡
は
都
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
身
は
松
山
で
泣
く
ば
か
り
だ
」
と
の
心
情
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
、
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』、
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
こ
の
歌
は
崇
徳
院
の
詠
歌
と
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
解
註
謡
曲
全
集
』
所
収
の
謡
で
は
、
前
ジ
テ
の
老
翁
が
崇
徳
院
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
、
一
層
明
確
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
西
行
が
崇
徳
院
の
廟
所
を
訪
ね
院
の
霊
を
呼
び
出
し
て
そ
の
さ
ま
を
描
い
て
い
く
「
松
山
天
狗
」
に
お
い
て
は
、
『
山
家
集
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
西
行
が
訪
ね
た
「
院
お
は
し
ま
し
け
ん
御
跡
」
で
あ
る
「
松
山
」
こ
そ
が
、
訪
ね
る
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
。
西
行
が
松
山
の
御
廟
を
訪
ね
、
崇
徳
院
の
生
前
の
日
々
に
思
い
を
致
し
て
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
、
崇
徳
院
の
霊
を
呼
び
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
「
松
山
天
狗
」
の
前
場
は
、
『
撰
集
抄
』
の
西
行
訪
問
説
話
の
構
図
に
則
り
な
が
ら
、
つ
ま
り
「
本
説
」
と
し
な
が
ら
、
『
保
元
物
語
』
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
崇
徳
院
怨
霊
説
話
を
想
像
力
の
礎
と
し
て
、
舞
台
上
に
崇
徳
院
霊
を
呼
び
出
す
と
い
う
能
な
ら
で
は
の
演
出
が
、
能
作
者
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
間
狂
言
ー
魔
道
に
墜
ち
た
崇
徳
院
を
語
る
シ
テ
が
塚
の
中
に
姿
を
消
す
と
、
ア
イ
が
動
植
物
の
精
霊
を
表
す
と
い
う
ウ
ソ
ブ
キ
の
面
を
付
け
て
登
場
し
、
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。
か
や
う
に
候
者
は
、
讃
岐
の
国
白
峯
相
模
坊
に
仕
へ
申
す
木
葉
天
狗
に
て
候
。
ア
イ
は
、
前
場
で
前
ジ
テ
が
語
っ
て
い
た
崇
徳
院
を
日
々
慰
め
て
い
る
天
狗
た
ち
の
う
ち
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
間
狂
言
は
、
崇
徳
院
の
讃
岐
配
流
に
至
る
保
元
の
乱
の
あ
ら
ま
し
と
、
院
の
魔
縁
（
天
狗
）
化
の
あ
り
さ
ま
を
、
名
乗
り
に
続
き
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
く
。
さ
て
も
人
皇
七
十
五
代
崇
徳
院
と
申
し
奉
る
は
、
鳥
羽
第
一
の
皇
子
な
り
。
御
弟
近
衛
院
崩
御
の
後
、
新
院
第
一
の
皇
子
長
安
親
王
を
御
位
に
な
し
奉
ら
ん
と
思
し
召
す
処
に
、
美
福
門
院
の
御
計
ら
ひ
に
て
、
鳥
羽
第
四
の
皇
子
本
院
と
申
す
を
御
位
に
な
し
給
ふ
。
後
白
河
の
院
こ
れ
な
り
。
こ
の
意
趣
に
よ
っ
て
、
新
院
本
院
御
仲
不
和
に
な
り
、
夥
し
き
争
ひ
あ
り
し
が
、
新
院
う
ち
負
け
給
ふ
に
よ
っ
て
、
当
国
こ
の
所
に
流
さ
れ
給
ふ
。
た
と
え
ば
、
崩
御
の
地
に
つ
い
て
は
史
実
と
し
て
の
定
か
な
記
録
は
な
く
、『
保
元
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
あ
る
い
は
『
白
峯
寺
縁
起
』
な
ど
の
一
連
の
崇
徳
院
説
話
を
描
く
諸
本
に
お
い
て
、
「
松
山
」
「
鼓
岡
」
「
志
度
」
な
ど
と
さ
れ
て
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。
ま
た
、
「
松
山
」
は
諸
本
に
よ
っ
て
は
崩
御
の
地
で
あ
る
ほ
か
に
、
讃
岐
に
到
着
し
て
最
初
に
上
陸
し
た
地
で
あ
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
(13)
『
白
峯
寺
縁
起
』
で
は
西
行
は
「
御
廟
」
を
訪
ね
る
と
し
て
頓
證
寺
に
行
っ
て
お
り
、
御
影
堂
と
し
て
頓
證
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
史
実
に
沿
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
筆
者
清
原
良
賢
が
能
「
松
山
天
狗
」
を
観
て
い
る
か
、
能
作
者
と
共
通
の
情
報
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
能
「
松
山
天
狗
」
の
成
立
時
期
や
成
立
事
情
を
検
討
す
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
(14)
『
山
家
集
』
下
雑
（
一
三
五
三
番
・
一
三
五
四
番
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
讃
岐
に
詣
で
て
、
松
山
の
津
と
申
す
所
に
、
院
お
は
し
ま
し
け
ん
御
跡
た
づ
ね
け
れ
ど
、
か
た
も
無
か
り
け
れ
ば
松
山
の
波
に
流
れ
て
来
し
舟
の
や
が
て
空
し
く
な
り
に
け
る
か
な
松
山
の
波
の
景
色
は
変
わ
ら
じ
を
か
た
な
く
君
は
な
り
ま
し
に
け
り
そ
し
て
こ
れ
ら
の
歌
の
次
に
掲
載
さ
れ
る
一
三
五
五
番
の
歌
が
、
『
撰
集
抄
』
巻
一
第
七
話
「
新
院
御
墓
」
の
中
で
詠
ま
れ
、
ま
た
「
松
山
天
狗
」
で
は
崇
徳
院
の
霊
を
呼
び
出
す
契
機
と
な
る
次
の
歌
な
の
で
あ
る
。
白
峯
と
申
し
け
る
所
に
、
御
墓
の
侍
り
け
る
に
、
ま
ゐ
り
て
よ
し
や
君
昔
の
珠
の
ゆ
か
と
て
も
か
か
ら
ん
後
は
何
に
か
は
せ
ん
能
作
者
は
崇
徳
院
陵
あ
る
い
は
御
影
堂
を
「
廟
所
」
と
見
做
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も｢
松
山
」
で
は
な
い
の
に
あ
え
て
「
松
山
」
と
い
う
地
名
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
『
撰
集
抄
』
の
西
行
訪
問
説
話
の
典
拠
で
あ
る
『
山
家
集
』
の
前
掲
の
歌
群
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
松
山
天
狗
」
の
前
場
に
戻
ろ
う
。
西
行
は
御
廟
の
あ
ま
り
に
寂
れ
た
様
子
に
涙
し
、
崇
徳
院
の
無
念
の
日
々
に
思
い
を
寄
せ
、
歌
を
詠
む
。
さ
て
は
こ
れ
な
る
が
新
院
の
御
廟
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。昔
は
玉
楼
金
殿
の
御
住
居
、
百
官
卿
相
に
い
つ
か
れ
給
ひ
し
御
身
の
、
か
か
る
田
舎
の
苔
の
下
、
人
も
通
は
ぬ
御
廟
所
の
う
ち
、
涙
も
更
に
止
ま
ら
ず
、
あ
ら
御
痛
は
し
や
候
。
か
く
あ
さ
ま
し
き
御
有
様
、
涙
な
が
ら
に
か
く
ば
か
り
、
よ
し
や
君
む
か
し
の
玉
の
床
と
て
も
か
か
ら
ん
後
は
何
に
か
は
せ
ん
こ
の
歌
に
深
く
感
じ
入
っ
た
老
翁
は
、
西
行
の
問
い
に
答
え
る
体
で
崇
徳
院
存
命
の
こ
ろ
の
当
地
で
の
様
子
を
語
る
。
君
存
命
の
折
々
は
、
都
の
こ
と
を
思
し
召
し
出
だ
し
、
御
逆
鱗
の
余
り
な
れ
ば
、
魔
縁
み
な
近
づ
き
奉
り
、
あ
の
白
峯
の
相
模
坊
に
従
ふ
天
狗
ど
も
、
参
る
よ
り
外
は
余
の
参
内
は
な
く
候
。
か
や
う
に
申
す
老
人
も
、
常
々
参
り
木
蔭
を
清
め
、
御
心
を
慰
め
申
し
し
な
り
。
さ
て
も
西
行
唯
今
の
詠
歌
の
言
葉
、
肝
に
銘
じ
て
面
白
さ
に
、
老
の
袂
を
し
を
る
な
り
。
暇
申
し
て
さ
ら
ば
と
て
、
ま
た
立
ち
帰
る
老
い
の
波
、
翁
さ
び
し
き
木
の
下
に
、
立
ち
寄
る
と
見
え
し
が
影
の
如
く
に
失
せ
に
け
り
崇
徳
院
が
無
念
の
余
り
激
し
く
憤
っ
て
い
た
た
め
に
魔
縁
の
者
が
近
づ
き
、
白
峯
の
相
模
坊
を
は
じ
め
と
す
る
天
狗
た
ち
が
伺
候
す
る
ほ
か
は
誰
も
参
る
者
は
お
ら
ず
、
自
分
も
日
々
参
内
し
て
庭
の
掃
除
な
ど
を
し
な
が
ら
御
心
を
慰
め
て
い
た
、今
の
詠
歌
に
涙
し
た
、
と
言
っ
て
消
え
て
し
ま
う
。
シ
テ
は
舞
台
上
に
設
え
ら
れ
た
塚
の
作
り
物
の
中
に
入
っ
て
行
き
、
中
入
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
前
ジ
テ
は
こ
こ
で
ワ
キ
に
向
か
っ
て
「
さ
て
も
西
行
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
最
初
に
出
会
っ
た
時
は
「
西
行
上
人
に
て
ま
し
ま
す
か
や
」
と
敬
称
と
敬
語
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
言
葉
遣
い
の
変
化
は
、
前
ジ
テ
の
老
翁
は
実
は
崇
徳
院
の
化
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
西
行
の
詠
歌
に
感
じ
入
っ
て
感
情
が
高
ぶ
り
、
次
第
に
本
性
を
現
し
始
め
て
い
く
中
で
の
「
さ
て
も
西
行
」
と
い
う
詞
は
、
前
ジ
テ
の
正
体
を
示
唆
し
て
後
場
へ
の
繋
ぎ
（3）
37
御
廟
が
鳴
動
し
て
崇
徳
院
（
後
ジ
テ
）
が
姿
を
現
す
。
西
行
の
訪
問
と
詠
歌
を
喜
び
、
一
晩
中
舞
楽
に
興
ず
る
内
に
、
か
つ
て
の
屈
辱
の
記
憶
を
思
い
出
し
、
恐
ろ
し
い
逆
鱗
の
姿
と
な
る
。
そ
の
時
、
雷
と
共
に
白
峯
の
天
狗
相
模
坊
と
手
下
の
小
天
狗
た
ち
が
現
れ
、
院
の
怒
り
を
な
だ
め
て
鎮
め
、
や
が
て
夜
明
け
と
共
に
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
。
現
在
「
松
山
天
狗
」
の
謡
曲
の
詞
章
を
活
字
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
わ
ず
か
に
『
謡
曲
大
観
』
と
『
解
註
謡
曲
全
集
』
の
み
で
あ
る
。
両
書
の
出
版
当
時
の
研
究
の
集
（４）
（５）
大
成
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
に
お
い
て
も
、
『
能
・
狂
言
事
典
』
や
財
団
法
人
大
槻
（６）
能
楽
堂
に
よ
る
曲
目
解
説
に
お
い
て
も
、
『
撰
集
抄
』
が
「
松
山
天
狗
」
の
本
説
で
あ
（７）
る
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。『
撰
集
抄
』
の
当
該
説
話
の
西
行
の
崇
徳
院
陵
訪
問
説
話
は
『
山
家
集
』
の
雑
歌
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
行
が
崇
徳
院
陵
を
訪
ね
奉
歌
し
霊
を
（８）
慰
め
る
と
い
う
『
撰
集
抄
』
の
当
該
説
話
の
構
図
が
「
松
山
天
狗
」
の
原
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
「
松
山
天
狗
」
の
本
説
と
し
て
『
撰
集
抄
』
を
挙
げ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
松
山
天
狗
」
は
、
魔
道
に
堕
ち
て
天
魔
と
な
っ
た
崇
徳
院
の
姿
と
そ
の
霊
の
慰
撫
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
『
撰
集
抄
』
の
説
話
と
は
主
題
が
異
な
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
『
保
元
物
語
』
の
崇
徳
院
怨
霊
説
話
に
典
拠
を
得
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
謡
曲
「
松
山
天
狗
」
の
詞
章
と
、
そ
れ
ぞ
れ
崇
徳
院
怨
霊
説
話
を
語
る
『
保
元
物
語
』
諸
本
・
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
・
『
源
平
盛
衰
記
』
・
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
テ
キ
ス
ト
と
を
比
較
し
、
さ
ら
に
舞
台
表
現
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
能
「
松
山
天
（９）
狗
」
が
表
現
す
る
世
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
二
前
場
ー
西
行
が
崇
徳
院
の
霊
を
呼
び
出
す
前
場
で
は
ま
ず
ワ
キ
が
登
場
し
、
自
分
は
西
行
で
あ
り
崇
徳
院
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
讃
岐
国
に
向
か
っ
て
い
る
と
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
の
奥
に
住
居
す
る
西
行
法
師
に
て
候
。
さ
て
も
新
院
本
院
位
を
争
ひ
、
新
院
う
ち
負
け
給
ひ
、
讃
岐
の
国
へ
流
さ
れ
、
松
山
と
申
す
所
に
て
程
な
く
崩
御
な
ら
せ
給
ひ
た
る
由
承
り
及
び
て
候
程
に
、
御
跡
弔
ひ
申
さ
ん
為
に
、
唯
今
讃
岐
の
国
へ
と
急
ぎ
候
讃
岐
に
到
着
し
松
山
の
廟
所
へ
の
道
案
内
を
し
て
く
れ
そ
う
な
者
が
通
り
か
か
る
の
を
を
待
っ
て
い
る
と
、
老
体
を
象
徴
す
る
朝
倉
尉
の
面
を
つ
け
た
前
ジ
テ
が
登
場
し
、
こ
(10)
の
あ
た
り
に
住
む
老
翁
で
あ
る
と
名
乗
る
。
西
行
が
案
内
を
乞
う
と
、
前
ジ
テ
は
、
さ
て
は
天
下
に
隠
れ
な
き
西
行
上
人
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。
ま
づ
あ
れ
に
見
え
た
る
太
山
は
白
峯
と
申
す
高
山
な
り
。
少
し
あ
な
た
に
見
え
候
こ
そ
、
新
院
の
御
廟
所
松
山
に
て
候
へ
。
御
道
し
る
べ
申
さ
ん
と
言
っ
て
、
親
し
く
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
険
し
く
も
の
寂
し
い
山
道
を
辿
り
、
松
山
ま
で
導
い
て
い
く
。
こ
こ
で
「
新
院
の
御
廟
所
松
山
」
と
い
う
地
名
表
現
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
撰
集
抄
』
で
は
西
行
は
「
白
峯
の
御
墓
」
を
訪
ね
る
と
記
し
て
い
る
。
『
保
元
物
語
』
で
も
『
平
家
物
語
』
で
も
西
行
が
訪
ね
る
の
は
「
白
峯
の
墓
所
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
廟
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
松
山
天
狗
」
で
は
、
「
白
峯
」
と
「
廟
所
松
山
」
と
を
区
別
し
、「
廟
所
松
山
」
を
訪
ね
る
。
史
実
と
し
て
の
崇
徳
院
廟
は
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
年
）
、
後
白
河
院
に
よ
っ
て
京
の
春
日
河
原
に
、
崇
徳
院
御
霊
の
鎮
魂
の
た
め
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
讃
岐
で
も
(11)
同
じ
く
鎮
魂
の
た
め
、
崇
徳
院
の
名
誉
復
権
と
し
て
墓
所
を
「
山
陵
」
と
称
し
て
天
皇
陵
と
同
等
と
し
、
さ
ら
に
崇
徳
院
を
祀
る
白
峯
寺
の
境
内
に
頓
證
寺
を
建
立
し
て
御
影
堂
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
史
実
と
し
て
は
、
崇
徳
院
御
廟
は
讃
岐
国
松
山
に
は
存
在
し
な
い
。
(12)
ま
た
、「
松
山
」
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
が
あ
り
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
。
（2）
能
「
松
山
天
狗
」
が
見
せ
る
崇
徳
院
怨
霊
の
鎮
魂
劇
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
松
山
天
狗
、
崇
徳
院
怨
霊
説
話
、
保
元
物
語
、
白
峯
寺
縁
起
【
要
旨
】
能
「
松
山
天
狗
」
は
、
配
流
先
の
讃
岐
で
魔
縁
に
堕
ち
天
魔
と
な
っ
た
崇
徳
院
の
様
相
と
心
情
を
描
き
だ
す
舞
台
芸
能
で
あ
る
。
能
作
者
は
、
『
撰
集
抄
』
『
保
元
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
崇
徳
院
の
配
流
と
怨
霊
化
を
語
る
物
語
を
典
拠
と
し
、
な
お
か
つ
崇
徳
院
怨
霊
の
祟
り
を
怖
れ
る
時
代
の
文
化
的
想
像
力
に
よ
っ
て
、
本
作
を
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
ば
し
ば
能
を
し
て
鎮
魂
劇
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
本
作
に
お
け
る
鎮
魂
は
、
崇
徳
院
怨
霊
に
往
生
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
の
鎮
魂
で
は
な
い
。
魔
縁
と
い
う
畏
怖
す
べ
き
異
界
に
堕
ち
た
霊
の
あ
り
さ
ま
を
舞
台
上
に
顕
現
し
、
歌
と
舞
楽
と
い
う
芸
能
に
よ
っ
て
慰
撫
す
る
「
鎮
魂
劇
」
な
の
で
あ
る
。
一
は
じ
め
に
能
「
松
山
天
狗
」
は
、
配
流
先
の
讃
岐
国
で
失
意
の
末
に
崩
御
し
た
崇
徳
院
の
廟
所
を
西
行
法
師
が
弔
い
の
た
め
に
訪
問
し
歌
を
奉
詠
し
た
と
い
う
、
『
撰
集
抄
』
巻
一
第
七
話
「
新
院
御
墓
」
の
説
話
を
本
説
と
し
た
一
曲
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
、
室
町
時
代
後
(1)
期
の
上
演
記
録
以
降
廃
れ
て
い
た
が
、
稀
曲
好
き
の
徳
川
綱
吉
が
複
曲
さ
せ
た
後
、
現
(2)
本
多
典
子
在
は
金
剛
流
の
み
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
演
能
の
機
会
は
少
な
い
が
、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
の
「
白
峯
」
と
と
も
に
崇
徳
院
怨
霊
を
描
く
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
崇
徳
院
怨
霊
は
、
繰
り
返
し
国
家
権
力
に
祟
り
を
な
し
て
社
会
を
揺
る
が
し
、
国
家
が
近
代
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
鎮
魂
を
奉
じ
て
き
た
、
史
上
最
も
怖
れ
ら
れ
て
き
た
怨
霊
た
ち
の
一
人
で
あ
る
。
(3)
「
松
山
天
狗
」
の
物
語
は
次
の
様
な
内
容
で
あ
る
。
西
行
法
師
（
ワ
キ
）
が
新
院
（
崇
徳
院
）
の
菩
提
を
弔
う
べ
く
讃
岐
国
に
赴
き
、
近
く
に
住
む
と
い
う
老
翁
（
前
ジ
テ
）
の
案
内
を
得
て
松
山
の
御
廟
に
た
ど
り
着
く
が
、
そ
の
寂
れ
方
の
あ
ま
り
の
わ
び
し
さ
に
涙
し
な
が
ら
歌
を
詠
む
。
老
翁
は
歌
に
感
じ
入
り
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
る
者
は
誰
も
な
く
、
白
峯
の
天
狗
共
が
院
の
お
相
手
を
す
る
の
み
で
、
自
分
も
時
々
木
陰
を
掃
き
清
め
た
り
し
て
慰
め
て
い
た
の
だ
と
言
っ
て
姿
を
消
す
。
間
狂
言
で
木
の
葉
天
狗
（
ア
イ
）
が
登
場
し
、
崇
徳
院
配
流
に
い
た
っ
た
保
元
の
乱
の
あ
ら
ま
し
と
、
崇
徳
院
が
生
前
瞋
恚
の
あ
ま
り
天
魔
と
な
り
白
峯
の
天
狗
と
共
に
復
讐
を
誓
い
つ
つ
、
四
十
六
歳
で
崩
御
し
た
こ
と
を
語
る
。
そ
し
て
、
西
行
の
詠
歌
に
感
じ
入
っ
た
院
が
こ
の
あ
と
姿
を
現
し
舞
楽
を
奏
し
て
西
行
に
対
面
す
る
の
で
諸
天
狗
は
参
集
す
る
よ
う
に
、
と
呼
び
か
け
る
。
38
御
廟
が
鳴
動
し
て
崇
徳
院
（
後
ジ
テ
）
が
姿
を
現
す
。
西
行
の
訪
問
と
詠
歌
を
喜
び
、
一
晩
中
舞
楽
に
興
ず
る
内
に
、
か
つ
て
の
屈
辱
の
記
憶
を
思
い
出
し
、
恐
ろ
し
い
逆
鱗
の
姿
と
な
る
。
そ
の
時
、
雷
と
共
に
白
峯
の
天
狗
相
模
坊
と
手
下
の
小
天
狗
た
ち
が
現
れ
、
院
の
怒
り
を
な
だ
め
て
鎮
め
、
や
が
て
夜
明
け
と
共
に
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
。
現
在
「
松
山
天
狗
」
の
謡
曲
の
詞
章
を
活
字
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
わ
ず
か
に
『
謡
曲
大
観
』
と
『
解
註
謡
曲
全
集
』
の
み
で
あ
る
。
両
書
の
出
版
当
時
の
研
究
の
集
（４）
（５）
大
成
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
に
お
い
て
も
、
『
能
・
狂
言
事
典
』
や
財
団
法
人
大
槻
（６）
能
楽
堂
に
よ
る
曲
目
解
説
に
お
い
て
も
、
『
撰
集
抄
』
が
「
松
山
天
狗
」
の
本
説
で
あ
（７）
る
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。『
撰
集
抄
』
の
当
該
説
話
の
西
行
の
崇
徳
院
陵
訪
問
説
話
は
『
山
家
集
』
の
雑
歌
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
行
が
崇
徳
院
陵
を
訪
ね
奉
歌
し
霊
を
（８）
慰
め
る
と
い
う
『
撰
集
抄
』
の
当
該
説
話
の
構
図
が
「
松
山
天
狗
」
の
原
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
「
松
山
天
狗
」
の
本
説
と
し
て
『
撰
集
抄
』
を
挙
げ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
松
山
天
狗
」
は
、
魔
道
に
堕
ち
て
天
魔
と
な
っ
た
崇
徳
院
の
姿
と
そ
の
霊
の
慰
撫
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
『
撰
集
抄
』
の
説
話
と
は
主
題
が
異
な
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
『
保
元
物
語
』
の
崇
徳
院
怨
霊
説
話
に
典
拠
を
得
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
謡
曲
「
松
山
天
狗
」
の
詞
章
と
、
そ
れ
ぞ
れ
崇
徳
院
怨
霊
説
話
を
語
る
『
保
元
物
語
』
諸
本
・
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
・
『
源
平
盛
衰
記
』
・
『
白
峯
寺
縁
起
』
の
テ
キ
ス
ト
と
を
比
較
し
、
さ
ら
に
舞
台
表
現
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
能
「
松
山
天
（９）
狗
」
が
表
現
す
る
世
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
二
前
場
ー
西
行
が
崇
徳
院
の
霊
を
呼
び
出
す
前
場
で
は
ま
ず
ワ
キ
が
登
場
し
、
自
分
は
西
行
で
あ
り
崇
徳
院
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
讃
岐
国
に
向
か
っ
て
い
る
と
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
の
奥
に
住
居
す
る
西
行
法
師
に
て
候
。
さ
て
も
新
院
本
院
位
を
争
ひ
、
新
院
う
ち
負
け
給
ひ
、
讃
岐
の
国
へ
流
さ
れ
、
松
山
と
申
す
所
に
て
程
な
く
崩
御
な
ら
せ
給
ひ
た
る
由
承
り
及
び
て
候
程
に
、
御
跡
弔
ひ
申
さ
ん
為
に
、
唯
今
讃
岐
の
国
へ
と
急
ぎ
候
讃
岐
に
到
着
し
松
山
の
廟
所
へ
の
道
案
内
を
し
て
く
れ
そ
う
な
者
が
通
り
か
か
る
の
を
を
待
っ
て
い
る
と
、
老
体
を
象
徴
す
る
朝
倉
尉
の
面
を
つ
け
た
前
ジ
テ
が
登
場
し
、
こ
(10)
の
あ
た
り
に
住
む
老
翁
で
あ
る
と
名
乗
る
。
西
行
が
案
内
を
乞
う
と
、
前
ジ
テ
は
、
さ
て
は
天
下
に
隠
れ
な
き
西
行
上
人
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。
ま
づ
あ
れ
に
見
え
た
る
太
山
は
白
峯
と
申
す
高
山
な
り
。
少
し
あ
な
た
に
見
え
候
こ
そ
、
新
院
の
御
廟
所
松
山
に
て
候
へ
。
御
道
し
る
べ
申
さ
ん
と
言
っ
て
、
親
し
く
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
険
し
く
も
の
寂
し
い
山
道
を
辿
り
、
松
山
ま
で
導
い
て
い
く
。
こ
こ
で
「
新
院
の
御
廟
所
松
山
」
と
い
う
地
名
表
現
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
撰
集
抄
』
で
は
西
行
は
「
白
峯
の
御
墓
」
を
訪
ね
る
と
記
し
て
い
る
。
『
保
元
物
語
』
で
も
『
平
家
物
語
』
で
も
西
行
が
訪
ね
る
の
は
「
白
峯
の
墓
所
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
廟
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
松
山
天
狗
」
で
は
、
「
白
峯
」
と
「
廟
所
松
山
」
と
を
区
別
し
、「
廟
所
松
山
」
を
訪
ね
る
。
史
実
と
し
て
の
崇
徳
院
廟
は
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
年
）
、
後
白
河
院
に
よ
っ
て
京
の
春
日
河
原
に
、
崇
徳
院
御
霊
の
鎮
魂
の
た
め
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
讃
岐
で
も
(11)
同
じ
く
鎮
魂
の
た
め
、
崇
徳
院
の
名
誉
復
権
と
し
て
墓
所
を
「
山
陵
」
と
称
し
て
天
皇
陵
と
同
等
と
し
、
さ
ら
に
崇
徳
院
を
祀
る
白
峯
寺
の
境
内
に
頓
證
寺
を
建
立
し
て
御
影
堂
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
史
実
と
し
て
は
、
崇
徳
院
御
廟
は
讃
岐
国
松
山
に
は
存
在
し
な
い
。
(12)
ま
た
、「
松
山
」
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
が
あ
り
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
。
能
「
松
山
天
狗
」
が
見
せ
る
崇
徳
院
怨
霊
の
鎮
魂
劇
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
松
山
天
狗
、
崇
徳
院
怨
霊
説
話
、
保
元
物
語
、
白
峯
寺
縁
起
【
要
旨
】
能
「
松
山
天
狗
」
は
、
配
流
先
の
讃
岐
で
魔
縁
に
堕
ち
天
魔
と
な
っ
た
崇
徳
院
の
様
相
と
心
情
を
描
き
だ
す
舞
台
芸
能
で
あ
る
。
能
作
者
は
、
『
撰
集
抄
』
『
保
元
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
崇
徳
院
の
配
流
と
怨
霊
化
を
語
る
物
語
を
典
拠
と
し
、
な
お
か
つ
崇
徳
院
怨
霊
の
祟
り
を
怖
れ
る
時
代
の
文
化
的
想
像
力
に
よ
っ
て
、
本
作
を
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
ば
し
ば
能
を
し
て
鎮
魂
劇
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
本
作
に
お
け
る
鎮
魂
は
、
崇
徳
院
怨
霊
に
往
生
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
の
鎮
魂
で
は
な
い
。
魔
縁
と
い
う
畏
怖
す
べ
き
異
界
に
堕
ち
た
霊
の
あ
り
さ
ま
を
舞
台
上
に
顕
現
し
、
歌
と
舞
楽
と
い
う
芸
能
に
よ
っ
て
慰
撫
す
る
「
鎮
魂
劇
」
な
の
で
あ
る
。
一
は
じ
め
に
能
「
松
山
天
狗
」
は
、
配
流
先
の
讃
岐
国
で
失
意
の
末
に
崩
御
し
た
崇
徳
院
の
廟
所
を
西
行
法
師
が
弔
い
の
た
め
に
訪
問
し
歌
を
奉
詠
し
た
と
い
う
、
『
撰
集
抄
』
巻
一
第
七
話
「
新
院
御
墓
」
の
説
話
を
本
説
と
し
た
一
曲
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
、
室
町
時
代
後
(1)
期
の
上
演
記
録
以
降
廃
れ
て
い
た
が
、
稀
曲
好
き
の
徳
川
綱
吉
が
複
曲
さ
せ
た
後
、
現
(2)
本
多
典
子
在
は
金
剛
流
の
み
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
演
能
の
機
会
は
少
な
い
が
、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
の
「
白
峯
」
と
と
も
に
崇
徳
院
怨
霊
を
描
く
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
崇
徳
院
怨
霊
は
、
繰
り
返
し
国
家
権
力
に
祟
り
を
な
し
て
社
会
を
揺
る
が
し
、
国
家
が
近
代
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
鎮
魂
を
奉
じ
て
き
た
、
史
上
最
も
怖
れ
ら
れ
て
き
た
怨
霊
た
ち
の
一
人
で
あ
る
。
(3)
「
松
山
天
狗
」
の
物
語
は
次
の
様
な
内
容
で
あ
る
。
西
行
法
師
（
ワ
キ
）
が
新
院
（
崇
徳
院
）
の
菩
提
を
弔
う
べ
く
讃
岐
国
に
赴
き
、
近
く
に
住
む
と
い
う
老
翁
（
前
ジ
テ
）
の
案
内
を
得
て
松
山
の
御
廟
に
た
ど
り
着
く
が
、
そ
の
寂
れ
方
の
あ
ま
り
の
わ
び
し
さ
に
涙
し
な
が
ら
歌
を
詠
む
。
老
翁
は
歌
に
感
じ
入
り
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
る
者
は
誰
も
な
く
、
白
峯
の
天
狗
共
が
院
の
お
相
手
を
す
る
の
み
で
、
自
分
も
時
々
木
陰
を
掃
き
清
め
た
り
し
て
慰
め
て
い
た
の
だ
と
言
っ
て
姿
を
消
す
。
間
狂
言
で
木
の
葉
天
狗
（
ア
イ
）
が
登
場
し
、
崇
徳
院
配
流
に
い
た
っ
た
保
元
の
乱
の
あ
ら
ま
し
と
、
崇
徳
院
が
生
前
瞋
恚
の
あ
ま
り
天
魔
と
な
り
白
峯
の
天
狗
と
共
に
復
讐
を
誓
い
つ
つ
、
四
十
六
歳
で
崩
御
し
た
こ
と
を
語
る
。
そ
し
て
、
西
行
の
詠
歌
に
感
じ
入
っ
た
院
が
こ
の
あ
と
姿
を
現
し
舞
楽
を
奏
し
て
西
行
に
対
面
す
る
の
で
諸
天
狗
は
参
集
す
る
よ
う
に
、
と
呼
び
か
け
る
。
（1）
39
